
防災行政無線で夕方流れる「家路」のメロディーが、今日から午後４時に流れます
□問 安心安全課�７１５０－６３１２
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［内容／場所／時間］

クリーンセンター周辺の自然を観察　クリーンセンター周辺の自然を観察（昨年の自然観察会から）（昨年の自然観察会から）

　
　

月　

日
�
に
、
リ
サ

１０

２１

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ

館
と
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花

輪
を
会
場
に
、「
環
境
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
流
山
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）」が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化

の
進
行
に
伴
い
私
た
ち
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

そ
う
と
、「
私
が
や
っ
て
る

エ
コ
ラ
イ
フ
」
と
題
し
た

市
民
か
ら
の
事
例
発
表
コ

ン
テ
ス
ト
や
、
日
常
生
活

と
温
暖
化
防
止
の
関
わ
り

を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
皆
さ

ん
が
直
接
参
加
し
な
が
ら

環
境
に
つ
い
て
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
環
境
団

体
等
の
活
動
成
果
を
紹
介

し
た
パ
ネ
ル
展
示
や
、
新

川
耕
地
の
野
鳥
や
植
物
、
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次
代
へ
つ
な
ぐ
豊
か
な
環
境

環境シンポジウム　

世
界
的
な
異
常
気
象
の
原
因
と
も
い
わ
れ
る
地
球

温
暖
化
や
、
深
刻
な
環
境
悪
化
が
問
題
視
さ
れ
る
中

で
、
未
来
に
豊
か
な
環
境
を
残
す
た
め
に
、
今
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
が

来
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
市
内
の
環
境
団
体
や
江
戸

川
大
学
と
協
働
で
「
み
ん
な
で
や
ろ
う
！
エ
コ
ラ
イ

フ
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

時　間場　所イベント内容

１３：００～
１６：００

研修室

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館

【シンポジウム】
第１部　市民からの事例発表コンテ
スト
「私がやってるエコライフ」

第２部　パネルディスカッション
　「みんなでやろう！エコライフ」
〈パネラー〉
　・グリーンチェーン推進ネットワ
ーク甲斐徹郎さん
　・江戸川大学ライフデザイン学科
准教授森島済さん
　・市民活動団体の代表者
　※第１・２部を通して、ＮＰＯ持
続発展可能な社会をつくる元気ネッ
トの鬼沢良子さんが進行役とコメン
テーターを務めます

１０：００～
１６：３０

ホール
【パネル展示会】
　環境団体等の活動成果を紹介

１０：００～
１５：００

ほっとプラ
ザ下花輪多
目的広場

【ガレージセール】
　書籍、衣類、おもちゃ、電化製品
など
　４３店が参加
　※荒天中止

９：３０～
１１：３０
※受付は
９：００～
プラザ館
玄関前

リサイクル
プラザ・プ
ラザ館周辺
の新川耕地

【ふれあい自然観察会】
　新川耕地の野鳥や植物、水路の生
き物などを観察
　※当日直接会場へ。帽子、タオル、
雨具、飲み物、筆記用具、双眼鏡、
ルーペを持参

水
路
の
生
き
物
な
ど
を
観

察
す
る
「
ふ
れ
あ
い
自
然

観
察
会
」、好
評
の
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２１

※
雨
天
決
行
▽
内
容
／
場

所
／
時
間
＝
別
表
の
と
お

り
▽
入
場
料
＝
無
料
※
駐

車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
来
場
の
際
は

「
路
線
バ
ス
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場

で
は
昼
食
を
販
売
し
て
い

ま
せ
ん
。
弁
当
等
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

�
　

快
適
な
エ
コ
ラ
イ
フ
を

工
夫
・
実
践
し
て
い
る
、

ま
た
は
環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
の
知
恵
な
ど
を
持

っ
て
い
る
方
で
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
当
日
の
市
民
か
ら

の
事
例
発
表
コ
ン
テ
ス
ト

に
お
い
て
、
３
分
程
度
の

事
例
を
発
表
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
か
ら
の
事
例

発
表
コ
ン
テ
ス
ト「
私

が
や
っ
て
る
エ
コ
ラ

イ
フ
」参
加
者
募
集

参
加
者
に
は
記
念
品
を
用

意
し
て
い
る
ほ
か
、
優
秀

事
例
に
は
、
ア
イ
デ
ア
賞

や
流
山
エ
コ
ラ
イ
フ
賞
を

贈
呈
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、　
１０

月　

日
ま
で
に
電
話
で
申

１５
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

�
　

毎
年
好
評
の
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
ル
。
今
年
も
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
合

わ
せ
て
、
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ

下
花
輪
の
多
目
的
広
場
で

行
い
ま
す
（
別
表
参
照
）。

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
の

有
効
利
用
の
一
環
と
し
て

開
催
す
る
も
の
で
、
出
店

者
が
自
分
で
値
段
を
決
め

て
販
売
し
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
使
え
る
掘
り
出
し
物
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

�
　

市
内
小
学
生
が
「
ご
み
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セ
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ご
み
減
量
・
資
源
化

ご
み
減
量
・
資
源
化

促
進
ポ
ス
タ
ー
展

促
進
ポ
ス
タ
ー
展

の
減
量
・
資
源
化
」
を
テ

ー
マ
に
描
い
た
ポ
ス
タ
ー

を
展
示
し
ま
す
。

　

展
示
さ
れ
る
の
は
、
各

小
学
校
で
選
ば
れ
た
作
品

６
点
ず
つ
で
す
。
入
場
料

無
料
。

　

▽
期
間
／
場
所
＝
①　
１０

月　

日
�
〜　

日
�
／
市

１２

１８

役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
②

　

月　

日
�
〜　

日
�
／

１０

２０

２５

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山

店
③　

月
１
日
�
〜　

日

１１

３０

�
／
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

・
プ
ラ
ザ
館

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

公
民
館
で
は
、
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
南
流
山
セ
ン

タ
ー
と
初
石
公
民
館
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
両
施
設
の
管
理
・

運
営
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
団
体
な
ど
を
募
集
し
ま

す
。
な
お
、
募
集
は
そ
れ

ぞ
れ
個
別
に
行
い
ま
す
。

　

【
応
募
要
件
】

　

９
月
１
日
現
在
で
市
内

に
事
業
所
等
が
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
社
会
福
祉
法
人
、
市

内
で
活
動
し
て
い
る
文
化

団
体
お
よ
び
自
治
会
。

　

【
募
集
要
項
】

　
　

月
１
日
か
ら
９
日
ま

１０
で
文
化
会
館
で
配
布
。
※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

【
説
明
会
】

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１０

１２

化
会
館

　

【
申
込
方
法
】

　
　

月　

日
ま
で
に
募
集

１０

３０

要
項
に
沿
っ
て
文
化
会
館

へ
申
し
込
み
。

　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

駅
コ
ン
が
最
後
に

フ
ァ
イ
ナ
ル
は
ジ
ャ
ズ
を

　

平
成　

年　

月
か
ら
始

１７

１０

ま
っ
た
「
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

今
回
で　

回
目
を
迎
え
、

１７

フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
り
ま
す
。

　

同
実
行
委
員
会
で
は
、

仕
事
帰
り
や
学
校
帰
り
の

方
々
な
ど
に
、
駅
で
一
日

の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
ジ
ャ
ズ
や
モ
ン

ゴ
ル
音
楽
、
沖
縄
民
謡
ポ

ッ
プ
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ゴ
ス
ペ
ル
な
ど
の
プ
ロ
の

音
楽
を
生
で
気
軽
に
楽
し

め
る
場
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
秋
か
ら
、
Ｔ
Ｘ
グ
ラ

ン
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
が
駅
コ

ン
の
会
場
と
し
て
い
た
自

由
通
路
に
隣
接
し
て
オ
ー

プ
ン
す
る
た
め
、
今
回
が

最
後
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
に
ふ
さ
わ
し

く
、
こ
れ
ま
で
最
も
人
気

の
高
か
っ
た
ジ
ャ
ズ
を
８

人
編
成
で
お
贈
り
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１６

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１８

３０

２０

＝
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

自
由
通
路
▽
内
容
＝
神
村

英
男
＆
お
お
た
か
の
森
バ

ン
ド
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
ほ

か
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

神村英男＆おおたかの森バンド　神村英男＆おおたかの森バンド

南流山センター・初石公民館南流山センター・初石公民館

指定管理者を募集指定管理者を募集
応募は１０月３０日までに応募は１０月３０日までに

Mac11 Title:広報ながれやま10/01号P1-3 Page:1  Date: 2007/09/26 Wed 17:06:15



平成１９年１０月１日（月曜日）　　　（　）２第１１４７号

　１０月１５日は新聞休刊日のため、「広報ながれやま１０月１５日号」は１０月１４日の新聞に
折り込まれます。□問 秘書広報課�７１５０－６０６３

入居者募集のある市営住宅
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や
め
よ
う
放
置
自
転
車

や
め
よ
う
放
置
自
転
車

啓
発
活
動
や
撤
去
を
強
化

啓
発
活
動
や
撤
去
を
強
化

　
　

月
１
日
か
ら　

月　

１０

１１

３０

日
ま
で
、「
困
り
ま
す
！
自

転
車
置
き
去
り
知
ら
ん
ぷ

り
！
」
を
合
言
葉
に
、
駅

前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
す
。
放
置
自
転
車
は
、

歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
地
震

な
ど
の
災
害
時
の
救
命
・

救
急
活
動
に
も
支
障
を
き

た
し
、
街
の
美
観
を
損
ね

ま
す
。

　

安
易
な
気
持
ち
で
止
め

た
１
台
が
、
多
く
の
放
置

自
転
車
を
生
み
出
し
ま
す
。

「
自
転
車
を
放
置
す
る
こ

と
は
悪
い
こ
と
」
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
放
置

自
転
車
の
根
絶
に
は
重
要

で
す
。

　

期
間
中
は
、
啓
発
活
動

と
と
も
に
、
駅
周
辺
の
放

置
自
転
車
の
撤
去
を
強
化

し
ま
す
。
自
転
車
駐
車
場

の
利
用
登
録
を
し
て
い
な

い
方
は
登
録
を
し
、
自
転

車
を
放
置
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

放
置
自
転
車
は
通
行
の
妨

げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す

福
祉
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

福
祉
施
策
審
議
会
委
員
を
募
集

　

市
で
は
、
福
祉
施
策
審

議
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
次
期
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

審
議
会
は
、
市
民
、
関

係
団
体
・
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
等
の
代
表
者
、
学

識
経
験
者
な
ど　

人
か
ら

１８

構
成
さ
れ
、
福
祉
に
関
す

る
主
要
な
施
策
に
関
し
必

要
な
調
査
や
審
議
を
行
い
、

市
長
に
答
申
や
建
議
を
行

い
ま
す
。

　

次
期
任
期
中
に
は
、「
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

プ
ラ
ン
」
や
「
高
齢
者
総

合
計
画
」、「
障
害
者
計
画
」

の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
の

意
見
や
提
言
を
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　

【
応
募
要
領
】

　

▽
募
集
人
員
＝
２
人
▽

任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
２

年
間
（　

月
委
嘱
予
定
）

１１

▽
活
動
内
容
＝
年
に
数
回

の
会
議
（
平
日
開
催
）
▽

報
酬
＝
日
額
７
２
０
０
円

▽
応
募
方
法
＝
応
募
理
由

や
福
祉
に
関
す
る
意
見
を

８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、　

月　

日（
必

１０

１５

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
社
会
福

祉
課
健
康
福
祉
政
策
室
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
。
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

h
o

（ 
 
 

k
e
n
fu
k
u
sh
i@
c
ity
.

 
 
 
  
 
 
  
  
 
   
  

n
a
g
a
re
y
a
m
a
.c
h
ib
a

 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 

.jp

   

）
で
の
応
募
も
可
▽
選

考
結
果
＝　

月
下
旬
に
応

１０

募
者
全
員
に
通
知
※
応
募

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　

□問
 

社
会
福
祉
課
健
康
福

祉
政
策
室
�
７
１
５
０
―

６
０
７
９
／
�
７
１
５
８

―
２
７
２
７

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

受
け
付
け
は　

月　

日
ま
で

１０

１５

　

今
日
１
日
か
ら
、
市
営

住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
（
別
表
参
照
）。

　

入
居
者
の
選
考
は
、
住

宅
の
困
窮
度
に
応
じ
て
市

が
行
い
、
順
位
の
定
め
難

い
場
合
は
公
開
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

入
居
時
期
は　

月
上
旬
の

１２

予
定
で
す
。

　

▽
申
込
資
格
＝
次
の
要

件
（
①
〜
⑤
）
を
す
べ
て

満
た
す
方
…
①
市
内
に
１

年
以
上
住
民
登
録
が
あ
る

か
勤
め
て
い
る
方
②
市
税

の
滞
納
が
な
い
方
③
同
居

す
る
親
族
が
い
る
方
（
昭

和　

年
４
月
１
日
以
前
生

３１
ま
れ
の
方
、
障
害
者
手
帳

（
１
〜
４
級
）
の
交
付
を

平
成

年
３
月
末
で
廃
止

平
成　

年
３
月
末
で
廃
止

２０２０

相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア

相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア

　

流
山
市
民
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
相
馬
ユ
ー
ト
ピ

ア
」
は
、
昭
和　

年
１
月

６２

に
本
市
の
市
制
施
行　

周
２０

年
を
記
念
し
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
相
馬
市
か
ら
土
地

の
寄
贈
を
受
け
、
こ
れ
を

機
に
両
市
の
友
好
親
善
を

促
進
し
、
市
民
同
士
の
交

流
・
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

た
め
建
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

平
成
３
年
６
月
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、
豊
か
な
自
然

の
中
で
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
と
福
祉
の
増
進
を
図

り
、
姉
妹
都
市
の
相
馬
市

民
と
の
友
好
交
流
施
設
、

ま
た
中
学
校
の
林
間
学
園

と
し
て
、
宿
泊
機
能
を
備

え
、
多
く
の
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
施
設
の
利

用
者
は
平
成
４
年
度
を
ピ

ー
ク
に
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、
さ
ら
に
平
成　

年
１５

度
に
は
同
施
設
で
の
林
間

学
園
が
廃
止
さ
れ
、
市
民

利
用
が
減
少
し
、
今
後
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
修

繕
等
も
見
込
ま
れ
、
管
理

運
営
面
で
の
費
用
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成

　

年
度
に
実
施
し
た
経
営

１７診
断
の
結
果
や
相
馬
市
と

の
協
議
、
今
年
度
実
施
し

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
を
総
合
的
に
判
断

し
、
平
成　

年
３
月
末
で

２０

廃
止
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
平
成　

年
３
月

２０

末
ま
で
通
常
営
業
を
行
い

ま
す
が
、
同
年
４
月
以
降

の
宿
泊
予
約
を
停
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
施
設
の
有
効

利
用
を
希
望
す
る
団
体
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

受
け
て
い
る
方
な
ど
は
単

身
入
居
が
可
）
④
年
間
総

収
入
額
が
基
準
額
以
内
で

あ
る
方
⑤
住
宅
に
困
っ
て

い
る
方
▽
受
付
期
間
＝　
１０

月
１
日
�
〜　

日
�（
土
・

１５

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽

受
付
場
所
＝
建
築
住
宅
課

▽
必
要
書
類
＝
市
営
住
宅

入
居
申
込
書
一
式
（
建
築

住
宅
課
お
よ
び
各
出
張
所

で
配
布
）
※
申
込
方
法
な

ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

建
築
住
宅
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
８

�
　

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社

で
は
、
県
営
住
宅
の
入
居

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
募
集
期
間
＝　

月
１

１０

日
�
〜　

日
�
▽
申
込
資

１５

格
＝
次
の
要
件（
①
〜
⑥
）

を
す
べ
て
満
た
す
方
…
①

申
込
者
が
日
本
国
籍
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
外
国
人

で
在
留
期
間
が
１
年
以
上

の
在
留
資
格
を
有
す
る
方

お
よ
び
日
本
人
の
配
偶
者

等
の
方
②
同
居
す
る
親
族

が
い
る
方
③
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方
④
千
葉
県
内
に

住
所
を
有
す
る
方
⑤
基
準

を
満
た
す
連
帯
保
証
人
が

い
る
方
⑥
収
入
基
準
に
適

合
し
て
い
る
方
▽
申
込
用

紙
等
＝
市
建
築
住
宅
課
お

よ
び
公
民
館
、
各
出
張
所

で
配
布
※
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
県
住
宅
供
給
公

社
�
０
４
３
―
２
２
２
―

９
２
０
０

県
営
住
宅
の
入
居

者
募
集　
　
　
　

　違反建築防止週間
一斉公開建築パトロールを実施　　

　１０月１１日�～１７日�は違反建築防止週間で
す。
　安心して暮らすためには、建築物が安全で
あることが大切です。建築基準法は、生命・
健康・財産を保護するため、地震や火災など
に対する安全性に関する基準を定めています。
この基準は、建築物を建てる場合には必ず守
らなければなりません。
　この機会に、あなたの所有する建築物につ
いて建築基準法に適合しているか建築士と相
談するなど点検を心掛けましょう。
　なお、この期間には一斉公開建築パトロー
ルが実施されます。
　□問 建築住宅課�７１５０－６０８８

松戸調停協会の無料相談　
　松戸調停協会では、お金の貸し借りや交通事故
などの民事上のトラブルや、離婚や相続などの家
庭内の問題について、裁判所の調停委員が調停の
利用等に関する相談に応じる無料相談を下記日程
で行います。
　申し込みは不要ですので、当日直接会場へお越
しください。

千葉県行政書士会の街頭無料相談　
　千葉県行政書士会東葛支部では、官公署への書
類提出や許認可、相続・遺言などの手続きに関す
る相談を行政書士が受け付ける街頭無料相談会を
行います。
　▽日時／場所＝別表のとおり▽対象＝東葛地区
にお住まいの方

消火器の廃棄は　消火器の廃棄は
製造業者または指定事業者へ製造業者または指定事業者へ　　

　廃棄物の処理および清掃に関する法律に基づく
広域認定制度の導入により、消防本部・消防署が
行っていた、廃消火器の一時預かりができなくな
りました。
　消火器の廃棄については、環境大臣の広域認定
を受けた消火器製造業者が直接処理を行いますの
で、廃棄の際は、製造業者または次に記載する事
業者に相談してください。

電話番号住　　所事業者名

７１５８－５６９７加５－１７１２－２㈲流山防災

７１５２－１６０１江戸川台東１－５２㈱堀内防災

７１５３－５２７７こうのす台１２１３－１０㈱永和防災

　□問 予防課�７１５８－０２７０
　□問 千葉県行政書士会東葛支部・足原�７１５９
－２２０５

場　　　所日　　時

ＪＲ松戸駅西口駅上広場
１０月６日�
１０月７日�
１１時～１６時

ＪＲ柏駅東口スカイプラザピロ
ティー※荒天中止

１０月１４日�
１０時～１６時

※現在裁判中や調停中の事件の相談はできません
　□問 千葉地方・家庭裁判所松戸支部庶務課�
０４７－３６８－５１４１

場　　　所日　　時
柏消費生活センター（柏そごう
アネックス５階）

１０月１３日�
１０時～１５時

松戸市民劇場
１０月２７日�
１０時～１５時

戸数入居人数間取り所　在　地団地名

２戸２人以上３ＤＫ流山９－５００－３柳田団地

３戸２人以上３ＤＫ東深井６９８－１大橋団地

２戸単身者入居可１ＤＫ西初石３－１４５５－１西初石団地

※家賃は収入に応じて決定します（柳田団地…２１,１００円～、大
橋団地…１９,９００円～、西初石団地…２１,７００円～）
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税
控
除
認
定
書
の
発
行

　
　

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
等

６５

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

な
ど
を
お
持
ち
で
な
い　
６５

歳
以
上
の
方
で
、
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
者
（
要

支
援
認
定
者
を
含
む
）
の

う
ち
、
障
害
の
程
度
が
身

体
障
害
者
、
知
的
障
害
者

に
準
ず
る
状
態
と
し
て
市

町
村
長
の
認
定
を
受
け
た

方
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
や
市
県
民
税
の
申
告
に

お
い
て
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
に
係
る
主

治
医
意
見
書
、
認
定
調
査

票
の
内
容
に
よ
り
、
身
体

障
害
者
等
に
準
ず
る
状
態

ま
た
は
寝
た
き
り
の
状
態

を
確
認
で
き
る
方
に
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」を
交
付
し
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
審
査
は
平
成　
１９

年　

月　

日
時
点
の
要
介

１２

３１

護
認
定
状
況
に
よ
り
行
い

ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
度

の
み
で
一
律
に
認
定
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を
。

　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
５
３
１

児童手当

異
動
が
あ
っ
た
ら
届
出
を

　

新
規
申
請
は
随
時
受
け
付
け

　

児
童
手
当
は
、
小
学
校

修
了
前
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
児
童
が　

歳
１２

に
な
っ
て
最
初
の
３
月
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
申

請
し
た
翌
月
か
ら
が
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
出
生

な
ど
に
よ
り
児
童
の
養
育

を
始
め
た
方
や
、
転
入
な

ど
に
よ
り
児
童
手
当
を
受

給
す
る
方
は
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
申
請
は
、
子
ど
も

家
庭
課
お
よ
び
出
張
所
で

随
時
受
け
付
け
て
い
ま 

す
。

　

な
お
、
児
童
手
当
に
は

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
請
者
の
所
得
に
よ

り
受
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
受
給
し
て

い
る
方
で
、
①
出
生
な
ど

で
児
童
が
増
え
た
と
き
②

児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
と
き
③
退
職
等
に
よ
り

厚
生
年
金
等
か
ら
国
民
年

金
に
変
わ
っ
た
と
き
④
公

務
員
に
な
っ
た
と
き
な
ど

の
場
合
に
も
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
※
変
更
届

が
な
い
ま
ま
受
給
し
た
場

合
、
後
日
手
当
を
返
還
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

　

月
は
里
親
月
間

１０　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
　

月
は
里
親
月
間
で
す
。

１０
子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か

に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
あ
た
た
か
い
家
庭
が

大
切
で
す
。
し
か
し
、
親

の
事
故
や
病
気
な
ど
の
た

め
に
自
分
の
家
庭
で
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
養

育
を
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
い
て
、
里
親
と
な
る
こ

と
を
希
望
す
る
方
に
お
願

い
す
る
の
が「
里
親
制
度
」

で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
里
親

制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

母
子
家
庭
の
自
立
支
援

　

教
育
訓
練
給
付
金
の
活
用
を

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の

母
が
、
就
業
に
つ
な
が
る

来
春
の
入
園
児
を
募
集

　

願
書
配
布
は　

月　

日
か
ら

１０

１５

　

市
立
幼
稚
園
（
流
山
・

江
戸
川
台
）
で
は
、
来
春

４
月
に
入
園
す
る
園
児
を

募
集
し
ま
す
。

　

【
市
立
幼
稚
園
概
要
】

　

①
流
山
幼
稚
園
…
﹇
住

所
﹈
流
山
９
―
５
０
０
―

３
、﹇
電
話
﹈
７
１
５
８
―

１
２
７
０

　

②
江
戸
川
台
幼
稚
園
…

﹇
住
所
﹈
江
戸
川
台
東
３

―
２
、﹇
電
話
﹈
７
１
５
２

―
０
３
５
３

　

【
入
園
案
内
】

　

▽
入
園
案
内
・
願
書
配

布
＝　

月　

日
�
か
ら　

１０

１５

３１

日
�
ま
で
各
幼
稚
園
で
▽

願
書
受
け
付
け
＝　

月
１

１１

日
�
か
ら
７
日
�
ま
で
各

幼
稚
園
で
※
願
書
配
布
、

願
書
受
け
付
け
と
も
に
土

・
日
曜
を
除
く　

時
〜　

１３

１７

時
▽
対
象
＝
平
成　

年
４

１５

月
２
日
〜
平
成　

年
４
月

１６

１
日
生
ま
れ
の
幼
児
（
幼

児
・
保
護
者
と
も
市
内
在

住
の
方
）
▽
定
員
＝
各
園

　

人
▽
入
園
料
＝
５
０
０

３０

０
円
▽
授
業
料
＝
月
額
７

０
０
０
円

　

□問
 

各
幼
稚
園

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し

た
場
合
に
、
受
講
に
要
し

た
経
費
の
一
部
を
給
付
金

と
し
て
支
給
し
、
自
立
を

支
援
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
対
象
と

な
る
講
座
は
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
受
講
前
に

必
ず
相
談
を
受
け
て
か
ら

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
日
／
会
場
（
学
校

区
）
＝
別
表
の
と
お
り
▽

受
付
時
間
＝　

時
〜　

時

１３

１３

　

分
▽
対
象
＝
来
春
小
学

３０校
に
入
学
予
定
の
児
童
▽

内
容
＝
内
科
・
歯
科
等
の

検
診
と
簡
単
な
発
達
検
査

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ

　

□問
 

学
校
教
育
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
４

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施

月
１
日
か
ら
各
小
学
校
で

　
　

月
１
日
か
ら
各
小
学
校
で

１１１１

　

来
年
４
月
に
小
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
を
対
象
に
、

「
就
学
時
健
康
診
断
」
を

　

月
１
日
か
ら
各
小
学
校

１１区
単
位
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
診
断
は
、
学
校
生

活
で
の
健
康
の
大
切
さ
に

つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深

め
、
元
気
に
新
し
い
学
校

生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

該
当
す
る
児
童
の
保
護

者
に
は
、
今
月
中
旬
に
通

知
書
を
発
送
し
ま
す
。
届

か
な
い
場
合
や
、
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
は
、
お
問

百日咳にご注意を　
　今年は例年に比べ、百日咳の患者が
多く報告されています。百日咳は、百
日咳菌の飛沫感染で広がります。
　感染すると、カゼのような症状に始
まり、発熱はしませんが、連続的にせ
き込むようになります。成人の感染で
は軽症でも菌の排出があり、乳幼児が
罹患すると肺炎や脳炎を併発するなど
重症化することがあり注意が必要です。
　症状がある方は早めに医療機関を受
診しましょう。３種混合ワクチン予防
接種の対象者で、未接種の方は早めに
接種することをお勧めします。
　□問 保 健 セ ン タ ー �７１５４―
０３３１

　１０月１５日からの「行政相談週間」に

合わせ、次のとおり相談会を開催しま

す。

　▽期日＝１０月１５日�・２２日�・２９日

�▽時間＝１０時～１５時▽場所＝市民相

談室▽内容＝総務大臣から委嘱された

行政相談委員（中登さん、鈴木智子さ

ん、宇佐美進さん）が国の仕事等の相

談をお聴きし、その解決促進を図りま

す▽申し込み＝１０月１２日までに電話で

市民相談室へ

　□問 市民相談室�７１５８－１６１６

１０月１５日～２１日
行政相談週間

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

体
力
の
低
下
し
た
高
齢

者
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹
患
す
る
と
、
肺
炎
な

ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
、

重
症
化
し
や
す
く
な
り
ま

す
。予
防
接
種
を
受
け
て
、

抵
抗
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

▽
期
間
＝
平
成　

年
１

２０

月　

日
ま
で
▽
対
象
＝
接

３１
種
当
日
に
満　

歳
以
上
の

６５

市
民
（
心
臓
、
腎
臓
等
に

重
い
障
害
の
あ
る　

〜　
６０

６４

歳
の
方
は
対
象
に
な
る
場

合
あ
り
）
で
接
種
希
望
の

意
思
表
示
が
で
き
る
方
※

受
診
前
に
ワ
ク
チ
ン
の
有

無
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

を
。
ま
た
、
医
療
機
関
に

あ
る
説
明
書
を
読
み
、
副

反
応
等
を
よ
く
理
解
し
て

か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
▽

費
用
＝
１
２
１
０
円
（
生

活
保
護
世
帯
の
方
は
免
除
）

▽
申
し
込
み
＝
健
康
保
険

証
な
ど
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
証
明
で
き
る
も
の
を

持
参
の
上
、
市
内
契
約
医

療
機
関
へ
※
県
内
他
市
の

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
で

も
接
種
可
能
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

申請の必要の有無

①身体障害者手帳または精神障害
者保健福祉手帳、戦傷病者手帳の
いずれかをお持ちの方
②知的障害者更生相談所等で知的
障害の判定（療育手帳の交付）を
受けた方
③原子爆弾被爆者に対する援護に
関する法律に基づく医療給付の認
定を受けている方

申請が
不要な方

上記「申請が不要な方」以外で、
介護保険の要介護認定または要支
援認定を受け、かつ、平成19年分
の所得に係る確定申告等の必要が
ある方

申請が
必要な方

市立幼稚園

期　日会場（学校区）
１１月１日�八木南小
１１月５日�小山小、流山北小
１１月６日�八木北小、南流山小
１１月７日�東深井小、西深井小
１１月８日�東小
１１月１３日�新川小、向小金小
１１月１４日�長崎小
１１月１５日�流山小、江戸川台小
１１月２０日�鰭ケ崎小、西初石小
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め
て
き
た
グ
リ
ー
ン
チ
ェ

ー
ン
戦
略
を
市
内
全
域
の

開
発
事
業
に
拡
大
す
る
も

の
で
す
。
建
設
さ
れ
る
戸

建
住
宅
地
や
集
合
住
宅
地

内
の
緑
の
質
と
量
を
一
定

の
基
準
に
よ
り
評
価
し
、

適
合
事
業
に
は
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
認
定
マ
ー
ク
の

標
示
を
認
め
、
こ
の
マ
ー

ク
を
取
得
し
た
家
屋
を
購

入
す
る
際
に
は
市
内
の
金

融
機
関
で
住
宅
ロ
ー
ン
の

金
利
優
遇
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
戸
建
て
３

件　

戸
、
集
合
住
宅
５
件

６８

　
　

月
か
ら
、
緑
を
活
か

１０
し
た
ま
ち
づ
く
り
「
流
山

市
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦

略
」
を
、
市
内
全
域
に
拡

大
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備

４
地
区
の
み
を
対
象
に
進

緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
をををををををををををををををを
活活活活活活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかかかかかかか
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた
街街街街街街街街街街街街街街街街
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりり

緑
を
活
か
し
た
街
づ
く
り

市
内
全
域
の
開
発
事
業
に
拡
大

　

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン

認
定
マ
ー
ク

作
品
展
や
コ
ン
サ
ー
ト

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
に
参
加
を

８
０
８
戸
、
商
業
業
務
施

設
６
件
の
認
定
を
行
い
、

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
拡
大
す
る
区
域

で
は
、
本
市
開
発
指
導
要

綱
第
２
条
に
定
め
る
開
発

事
業
で
、
５
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
、
ま
た
は
３

階
以
上
で　

戸
以
上
の
集

２０

合
住
宅
な
ど
が
対
象
と
な

り
、
国
鉄
馬
橋
駅
に
直
結

す
る
鉄
道
を
計
画
。
苦
労

の
末
、
免
許
を
得
て
、
資

本
金
７
万
円
の
「
流
山
軽

便
鉄
道
」
が
開
業
し
た
の

は
大
正
５
年
３
月　

日
。

１４

　

江
戸
川
水
運
の
衰
退
で

夢
を
失
い
か
け
て
い
た
町

民
に
元
気
を
与
え
た
が
、

レ
ー
ル
幅
は
狭
軌
の
０
・

７
６
２
ｍ
。
小
型
の
蒸
気

機
関
車
、
客
車
、
貨
車
、

そ
れ
ぞ
れ
２
両
。
従
業
員

　

名
。
わ
ず
か
５
・
７
キ

１９ロ
の
営
業
線
だ
か
ら
「
創

業
は
易
く
守
成
は
難
し
」

で
、
創
業
１
年
目
の
年
間

旅
客
輸
送
人
員
は
、
わ
ず

か
に
５
万
５
０
８
人
。

　

ミ
ニ
鉄
道
ゆ
え
の
赤
字

経
営
を
克
服
す
る
た
め
、

経
営
陣
は
開
業
以
来
起
死

昭
和
の
流
山
産
業
史 

（３１） 

｢

流
鉄｣

に
起
死
回
生
の
手
は
あ
る
か 

　

総
武
流
山
電
鉄
は
、
流

山
１
丁
目
の
流
山
駅
を
起

点
に
、
平
和
台
、
鰭
ケ
崎
、

松
戸
市
の
小
金
城
址
、
幸

谷
を
経
て
、
終
点
の
馬
橋

駅
ま
で
全
長
５
・
７
キ
ロ

の
ミ
ニ
鉄
道
だ
。

　

昭
和　

年
代
か
ら
流
山

３５

は
、
急
速
に
東
京
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
化
し
、
流
鉄
は

流
山
の
南
部
地
域
（
三
輪

野
山
、
加
、
流
山
１
〜
８

丁
目
、
平
和
台
、
西
平
井
、

宮
園
、
鰭
ケ
崎
）
の
通
勤

通
学
の
足
と
し
て
、
永
年

続
い
た
赤
字
線
か
ら
脱
却

し
た
。

　

平
成
元
年（
１
９
９
０
）

の
流
鉄
従
業
員
数
１
０
５

名
、
車
両
数　

両
、
運
転

１７

間
隔
朝
ラ
ッ
シ
ュ
時　
１３

分
、
閑
散
時　

〜　

分
。

１３

２０

　

周
年
記
念
オ
カ

４０リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１３

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１４

３５

１５

３０

場
所
＝
文
化
会
館
▽
内
容

＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
創

立　

周
年
記
念
第　

回
社

４０

１０

会
福
祉
大
会
の
式
典
終
了

後
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
世
界
の

音
楽
」
や
松
任
谷
由
実
の

コ
ン
サ
ー
ト
等
で
も
活
躍

し
て
い
る
山
田
恭
弘
さ
ん

の
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

を
広
く
一
般
の
皆
さ
ん
に

開
放
し
ま
す
▽
入
場
料
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

社
会
福
祉
協
議
会
�

７
１
５
９
―
４
７
３
５　

赤
い
羽
根
共
同　
 

募
金
に
ご
協
力
を

　

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん

な
で
参
加
」
を
テ
ー
マ
に

今
日
１
日
か
ら
赤
い
羽
根

共
同
募
金
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。　

千
葉
県
共
同
募

金
会
流
山
支
会
で
は
、
各

自
治
会
（
社
会
福
祉
協
議

会
協
力
員
）
等
を
通
じ
て

募
金
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
月
１
・

２
・
７
日
は
、
駅
前
等
で

街
頭
募
金
を
行
い
ま
す
。

　

□問
 

同
支
会
（
社
会
福
祉

協
議
会
内
）
�
７
１
５
９

―
４
７
３
５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

流山市グリーン
チェーン戦略

り
ま
す
。

　

□問
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
９
０

�
　

９
月　

日
、
生
涯
学
習

１６

セ
ン
タ
ー
で
市
民
公
募
に

よ
る
第
九
合
唱
団
の
全
パ

ー
ト
合
同
練
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。
６
月
か
ら
パ
ー

ト
別
に
練
習
を
重
ね
て
き

た
も
の
で
、　

月
に
は
流

１１

山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
と
一
緒
に
練
習
を
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市
民
第
九
の
チ
ケ

市
民
第
九
の
チ
ケ 

ッ
ト
ッ
ト　

日
か
ら

日
か
ら

１３１３

行
い　

月
の
本
番
を
目
指

１２

し
ま
す
。第
九
演
奏
会
は
、

文
化
会
館
で
①　

月　

日

１２

１５

�　

時　

分
か
ら
と
②　

１８

３０

１２

月　

日
�　

時
か
ら
の
２

１６

１４

回
公
演
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、全パート初の合同練習全パート初の合同練習

　

月　

日
�
か
ら
文
化
会

１０

１３

館
、
各
公
民
館
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も　
１０

時
〜　

時
）、紀
伊
國
屋
書

１６

店
流
山
お
お
た
か
の
森
Ｓ

・
Ｃ
店
、
ヤ
マ
ハ
ら
ら
ぽ

ー
と
柏
の
葉
セ
ン
タ
ー
、

シ
ャ
ー
プ
楽
器
（
ヨ
ー
ク

マ
ー
ト
江
戸
川
台
店
前
）

で
各
回
２
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）
で
販
売
さ
れ
ま

す
。

　

□問
 

同
実
行
委
員
会
・
横

山
�
７
１
５
９
―
３
２
４

７

　

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
と
お
り
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
、
お
お
た
か
の
森

Ｓ
・
Ｃ
３
階
出
張
所
ロ
ビ

ー
で
、
い
ず
れ
も
入
場
無

料
、申
し
込
み
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
を
。

　

【
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
や
天

然
石
と
の
ふ
れ
あ
い
】

　

▽
日
時
＝　

月
７
日
�

１０

〜
８
日
�　

時
〜　

時
▽

１１

１７

内
容
＝
工
房
ほ
の
華
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ロ
マ
ン
ド
ー

ル
や
天
然
石
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
展
示
販
売
や
手
づ

く
り
講
習
会
（
材
料
費
等

１
８
０
０
円
）

　
【
写
真
展
と
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１４

　

時
〜　

時　

分
▽
内
容

１０

１５

３０

＝
写
真
で
つ
づ
る
利
根
運

河
の
魅
力
（
写
真
家
・
森

か
ず
お
さ
ん
の
作
品
展
示
）、

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
、
ホ
テ

ル
な
ど
で
ギ
タ
ー
の
弾
き

語
り
を
し
て
い
る
有
吉
か

つ
こ
さ
ん
の
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
（
①　

時
１１

　

分
〜
②　

時
〜
）

３０

１４

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

読
書
の
秋
を
楽
し
む

読
書
の
秋
を
楽
し
む

読
書
会
や
執
筆
な
ど
も
盛
ん
に

　
　

月　

日
か
ら
「
読
書
週
間
」

１０

２７

で
す
。終
戦
ま
も
な
い
昭
和　

年
、

２２

「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
平
和
な
文

化
国
家
を
作
ろ
う
」
と
書
店
や
図

書
館
な
ど
が
始
め
た
読
書
普
及
運

動
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
盛

の
中
に
あ
っ
て
、
運
動
初
日
の　
２７

日
が
「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」

に
制
定
さ
れ
る
な
ど
読
書
の
魅
力

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

日　

時　

分
か
ら
森
の
図

１３

３０

書
館
で
「
読
書
の
楽
し
み

方
・
本
の
情
報
を
得
る
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

ご
当
地
川
柳
を
出
版

　

５
・
７
・
５
の
リ
ズ
ム

で
、
俳
句
と
は
異
な
り
季

語
や
切
れ
字
を
使
わ
な
い 

「
川
柳
」
が
、
発
祥
２
５

公
開
読
書
会
が
人
気

　

９
月
８
日
、
図
書
館
で

公
開
読
書
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
読
書
会
は
、
市
民

の
読
書
意
欲
の
向
上
を
図

り
、
よ
り
よ
い
読
書
環
境

を
作
り
出
そ
う
と
活
動
し

て
い
る
市
民
団
体
「
本
を

読
も
う
・
流
山
の
会
」（
近

江
哲
史
代
表
）
が
、
５
月

か
ら
毎
月
開
い
て
い
る
も

の
で
す
。
近
江
代
表
は
、

「
図
書
館
に
行
っ
て
く
る

よ
〜
シ
ニ
ア
世
代
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
探
し
」（
日
外
ア

ソ
シ
エ
ー
ツ
）
な
ど
多
く

の
ご
著
書
を
持
つ
方
。
次

回
の
読
書
会
は
、　

月　
１０

１３

読書会に参加を読書会に参加を

熊谷代表と川柳集熊谷代表と川柳集

０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
川

柳
講
座
「
乱
気
流
」（
熊
谷

昌
具
代
表
）
で
は
、
ご
当

地
ソ
ン
グ
な
ら
ぬ
「
ご
当

地
川
柳
」
集
と
も
い
え
る

句
集
「
川
柳
流
山
」（
た
け

し
ま
出
版
）
を
出
版
し
ま

し
た
。「
恋
語
る
に
は
流
鉄

の
短
か
過
ぎ
」、「
お
お
た

か
で
駅
コ
ン
聞
い
て
乗
り

部
公
民
館
を
活
動
拠
点
と

し
て
い
る
創
作
童
話
の
会

「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の
同
人

で
す
。

　

今
回
、「
お
と
な
り
さ

ん
」
で
ご
紹
介
し
た
秋
元

さ
ん
の
よ
う
に
本
を
出
版

さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
家
庭
菜
園
の
楽
し
さ

を
綴
っ
た
丹
野
宏
美
さ
ん

の
「
家
庭
菜
園
今
が
一
番

い
い
季
節
」（
新
生
出
版
）

や
野
崎
達
次
さ
ん
の
「
人

間
の
世
界
、数
字
の
世
界
」

（
新
風
舎
）、坪
井
憲
次
さ

ん
の
「
心
淀
み
て
」（
文
園

社
）、
松
林
経
明
さ
ん
の

「
遥
か
な
る
葬
送
」（
新
風

舎
）
な
ど
、
市
内
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
ご
著
書
が
出
版

さ
れ
多
く
の
方
々
に
読
ま

れ
て
い
ま
す
。

遅
れ
」
な
ど
お
な
じ
み
の

鉄
道
や
旧
跡
、
民
話
を
テ

ー
マ
に
し
た
川
柳
に
思
わ

ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

今
川
乱
魚
さ
ん
の
監
修
に

よ
る
こ
の
川
柳
集
は
、
流

山
市
制　

周
年
記
念
と
銘

４０

打
っ
た
「
地
域
限
定
」
の

一
冊
で
す
。

児
童
書
を
寄
贈

　

八
木
北
小
学
校
に
、
西

初
石
の
童
話
作
家
・
白
木

惠
委
子
さ
ん
が
ご
著
書

「
バ
ス
の
屋
根
の
上
で
」

（
け
や
き
書
房
）
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
同
著
は
、

平
成　

年
台
風　

号
の
影

１６

２３

響
で
、
京
都
府
舞
鶴
市
で

由
良
川
が
氾
濫
し
、
濁
流

に
孤
立
し
た
観
光
バ
ス
の

屋
根
の
上
で
励
ま
し
あ
い

な
が
ら
一
夜
を
明
か
し
た

乗
客
や
関
係
者
の
話
を
聞

い
て
ま
と
め
た
児
童
向
け

の
物
語
。
小
学
校
で
は
、

授
業
の
中
で
児
童
た
ち
と

本
の
内
容
な
ど
を
話
し
合

い
、「
生
命
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
白
木
さ
ん
は
、
北

八木北小の授業で八木北小の授業で

緑豊かな街づくりを緑豊かな街づくりを

（　）　　 第１１４７号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

電
車
の
中
で
化
粧
し
、

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
夢

中
に
な
る
な
ど
、
周
囲
に

人
の
存
在
を
感
じ
な
い
世

相
を「
他
者
な
き
時
代
」 

と
命
名
す
る
秋
元

三
郎
さ
ん
。
他
者

と
の
関
わ
り
の
中

で
自
分
を
確
認
す

る
の
が
社
会
な
の

に
、
社
会
全
体
が

ひ
き
こ
も
り
傾
向

に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
分
析
す
る
。

「
あ
き　

み
つ
を
」

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

昨
秋
「
灰
色
の
目

黄
色
の
目
」（
た
け

し
ま
出
版
）を
出
版
し
た
。

「
詩
集
あ
い
う
え
お
」（
新

春
舎
）
に
続
く
２
冊
目
。

「
隠
れ
家
」
と
呼
ぶ
書
斎

に
は
、
哲
学
書
や
詩
集
と

一
緒
に
ハ
ー
ブ
や
囲
碁
、

陶
芸
な
ど
の
本
が
並
ぶ
。

お
子
さ
ん
が
７
歳
の
と
き

に
剣
道
を
習
わ
せ
た
。
稽

古
が
嫌
で
泣
い
て
い
た
こ

と
か
ら
「
お
父
さ
ん
も
一

緒
に
や
る
か
ら
」
と
誘
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で　

代
３０

か
ら
剣
道
を
始
め
る
。

病
弱
で
運
動
嫌
い
だ

っ
た
と
い
う
父
は
い

ま
、剣
道
錬
士
６
段
、

杖
道
４
段
、
居
合
道

は
教
士
７
段
。
囲
碁

も
５
段
の
腕
前
と
い

う
文
武
両
道
だ
。
玄

関
に
は
「
土
龍
窯
」

の
文
字
も
。
陶
芸
や

囲
碁
、
写
真
な
ど
多

趣
味
な
秋
元
さ
ん
だ

が
、
一
番
の
こ
だ
わ

り
は「
言
葉
」。
団
塊
の
世

代
が
定
年
を
迎
え
、
経
験

し
た
こ
と
や
研
究
し
た
こ

と
を
本
に
し
た
い
人
が
増

え
て
の
自
費
出
版
ブ
ー
ム

に
は
「
コ
ス
ト
な
ど
を
よ

く
考
え
た
方
が
い
い
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
す
。
身
近
な

郷
土
史
研
究
の
自
費
出
版

も
多
い
が
、
研
究
者
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
に
は
「
ウ
ン

ザ
リ
す
る
」
と
、
新
川
村

生
ま
れ
な
ら
で
は
の
辛
辣

な
指
摘
も
。
路
傍
の
石
仏

に
花
や
水
を
供
え
る
年
老

い
た
人
が
い
る
。
石
仏
の

歴
史
や
由
来
の
知
識
を
持

た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
こ
に
は
深
い
感
謝
と
祈

り
が
あ
る
。
新
し
く
住
む

人
々
は
よ
く
探
索
し
分
析

す
る
が
、「
継
承
さ
れ
た
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の

郷
土
な
の
か
」
と
い
う
疑

問
も
。
幾
代
も
続
い
て
住

む
人
々
の
思
い
と
、
新
し

い
人
々
の
知
恵
が
融
合
し

て
こ
そ
「
新
し
い
郷
土
」

は
創
造
さ
れ
る
は
ず
と
、

開
発
が
進
む
流
山
を
温
か

い
目
で
見
守
る
。

退職後は地域で多趣味を楽しむ秋元三郎さん

回
生
の
手
を
打
っ
て
き 

た
。

　

一
つ
は
大
正　

年
５ 

１２

月
、
資
本
金
を　

万
円
に

２０

増
資
。
流
山
に
新
設
さ
れ

た
陸
軍
糧
秣
廠
に
全
国
か

ら
送
り
込
ま
れ
る
干
草
や

ワ
ラ
を
、
馬
橋
駅
で
国
鉄

線
か
ら
積
み
替
え
ず
、
直

通
運
転
が
出
来
る
よ
う
に
、

大
正　

年　

月
、
レ
ー
ル

１３

１２

幅
を
国
鉄
と
同
じ
１
・
０

６
７
ｍ
に
拡
幅
。
流
山
の

特
産
「
万
上
」
ミ
リ
ン
工

場
と
合
成
清
酒
の
東
邦
酒

類
に
引
き
込
み
線
を
敷
設
。

貨
車
輸
送
に
活
路
を
見
出

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
国
鉄
常
磐

線
の
上
野－

取
手
間
が
電

車
運
転
と
な
っ
た
昭
和　
２４

年
６
月
。
流
鉄
は
同
年　
１２

月
、
直
ち
に
国
鉄
か
ら
直

流
電
力
の
融
通
を
受
け
て

電
化
し
た
。
そ
し
て
流
山

電
気
鉄
道
㈱
と
社
名
を
改

め
た
。　
　
　

（
つ
づ
く
）

文
／
山
本
文
男

　

昭
和　

年
代
に
活
躍
し
た

４０

電
動
客
車
モ
ハ
１
０
０
１（
流

山
駅
で
昭
和　

年
撮
影
）

５５

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

剣道に陶芸に写真に執筆に

2冊目の著書を出版

旅
客
輸
送
人
員
年
間
５
６

０
万
９
７
４
６
人
。

　

し
か
し
一
昨
年
、「
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
開

通
し
た
た
め
、
流
鉄
は
乗

客
の
４
割
を
失
い
、
再
び

赤
字
線
に
急
落
。
危
急
存

亡
の
淵
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
ミ
ニ
鉄
道
ゆ
え
の
流

鉄
の
苦
難
は
、
し
か
し
、

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
赤
字
克
服
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　
　

年
前
の
大
正
元
年

９１
（
１
９
１
２
）、流
山
の
商

工
人　

名
が
発
起
人
と
な

３９

市民伝言板 
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　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
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　２１楽窯会陶芸展＝１０月２日�～５日�９時～１７時（２日は１２時
から、５日は１６時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場

料無料□問 小竹�７１５４－６７３６
　流山市手をつなぐ親の会バザー＝１０月７日�１０時３０分～１４時、
江戸川台福祉会館。入場料無料□問 荻野�７１７４－０３８５
　絵手紙展（花かご主催）＝１０月８日�～１４日�９時～２１時（８
日は１２時から、１４日は１６時まで）、生涯学習センター。入場料無

料□問 黒崎�７１５５－６７２０
　大人のための楽しい英語（ＮＰＯ法人Ｃ＆Ｃクラブ主催）＝１０
月１１日�１０時～１１時３０分、初石公民館。参加費７００円（コピー代

別）※海外旅行にも役立ちます□問 上矢�７１５４－１３２５
　リウマチ友の会流山地区患者会＝１０月１２日�１３時３０分～１６時、
ケアセンター。参加費無料□問 植田�７１５４－４５０９
　全国一斉無料成年後見相談会（�成年後見センター・リーガル
サポート主催）＝１０月１３日�１０時～１５時、松戸市民会館（松戸市）

※認知症、知的障害等で判断能力が不十分な方の財産管理等の相

談□問 佐藤�７１５２－４３９０
　作陶展（夢陶会主催）＝１０月１３日�～１４日�１０時～１７時、南流
山センター。入場料無料□問 守山�７１５９－０３００
　ストレッチヨギー（４０歳以上対象）＝１０月１３日�・２０日�１０時
～１１時３０分、第２コミュニティホーム。参加費無料※ストレッチ

とヨガを組み合わせ心体の不調を改善・予防□問 佐藤�０８０－
３１５７－２７５５

　秋の謡と仕舞の会（流山市能楽研究会主催）＝１０月１４日�１０時
～１６時、直道カルチャーホール（西初石）。入場料無料□問 直道書

店・伊藤�７１５５－１１３１
　プリザーブドフラワーアレンジメント（Maison de Campagne
主催）＝１０月１６日�１０時～１２時、森の図書館。参加費３,０００円※８

日までに要申し込み□問 水谷�７１５３－０８７８
　和楽会、さわやか陶友会合同作品展＝１０月１７日	～２１日�９時
～２１時（２１日は１５時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入

場料無料□問 岩井�７１５３－２９２０
　手作り作品展示会＆ビーズ作品体験コーナー（生活クラブ　流
山介護ステーションあいの手主催）＝１０月１８日�～２０日�１１時～

１７時、初石公民館。入場料無料※ビーズ体験は材料代４００円～７００

円かかります□問 流山介護ステーションあいの手�７１５３－６６７４
　陽だまりサロンコンサート｢オカリナ（千葉稔）とアコーディオ
ン（岩城里江子）によるコンサート｣（音楽の陽だまり主催）＝１０
月２０日�１３時３０分～１５時３０分、生涯学習センター。入場料１,０００円

□問 伊藤�７１５２－１８７１
　第２０回とうかつ健康まつり（同実行委員会主催）＝１０月２１日�
１０時～１５時、東葛病院裏側駐車場。模擬店、バザール、医療・介

護相談コーナー、中央舞台、子どもの広場、包丁研ぎ、似顔絵な

ど。入場料無料※雨天決行□問 東葛病院・星野�７１５８－８３１７
　輪っはっは教室｢楽しくお子さんの歯のこと、食事のこと話しま
せんか？ ｣（お口の健康サークル主催）＝１０月２２日
１０時～１２時、
駒木台福祉会館。参加費無料□問 古川�０９０－１７６０－
４１３３

　祭りずし講習会（不昧の会主催）＝１０月２３日�・１１月３０日�、
平成２０年１月２２日�１０時３０分～１３時３０分、東部公民館。参加費１

回１,０００円※第１回は「赤トンボ」、第２回は「キャンドルとブー

ツ」、第３回は「揚げ羽蝶」を作ります□問 橋本�７１４７－６９８８
　中途失聴者・難聴者の集い（ＮＰＯ千葉県中途失聴者・難聴者
協会東葛北事務所主催）＝１０月２６日�１３時３０分～１５時３０分、ケア

センター。参加費無料※ＯＨＰ・手話通訳あり□問 渡辺�・�７１５４
－２１６２

　“干支（子）”講習会（全２回）（真多呂人形雅会主催）＝１１月
１日�・８日�１３時～１６時、南流山センター。参加費３,０００円□問 来

栖�７１５８－２７４８
　第１４回里芋の収穫体験といも煮会（農家生活研究会主催）＝１１
月１０日�※雨天の場合は１１日�１０時３０分～、コミュニティプラザ。

参加費…いも掘り１口６００円、食事４００円（幼稚園児は２００円）

※１３日までに、文化会館朝市（毎週土曜７時３０分～８時３０分）ま

たは東葛病院診療所前の朝市（月～土曜９時～１１時３０分）で申し

込みを□問 染谷�７１５８－１７６２

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.３７〉
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平成１９年１０月１日（月曜日）　　　（　）４
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め
て
き
た
グ
リ
ー
ン
チ
ェ

ー
ン
戦
略
を
市
内
全
域
の

開
発
事
業
に
拡
大
す
る
も

の
で
す
。
建
設
さ
れ
る
戸

建
住
宅
地
や
集
合
住
宅
地

内
の
緑
の
質
と
量
を
一
定

の
基
準
に
よ
り
評
価
し
、

適
合
事
業
に
は
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
認
定
マ
ー
ク
の

標
示
を
認
め
、
こ
の
マ
ー

ク
を
取
得
し
た
家
屋
を
購

入
す
る
際
に
は
市
内
の
金

融
機
関
で
住
宅
ロ
ー
ン
の

金
利
優
遇
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
戸
建
て
３

件　

戸
、
集
合
住
宅
５
件

６８

　
　

月
か
ら
、
緑
を
活
か

１０
し
た
ま
ち
づ
く
り
「
流
山

市
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦

略
」
を
、
市
内
全
域
に
拡

大
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備

４
地
区
の
み
を
対
象
に
進

緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
をををををををををををををををを
活活活活活活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかかかかかかか
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた
街街街街街街街街街街街街街街街街
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりり

緑
を
活
か
し
た
街
づ
く
り

市
内
全
域
の
開
発
事
業
に
拡
大

　

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン

認
定
マ
ー
ク

作
品
展
や
コ
ン
サ
ー
ト

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
に
参
加
を

８
０
８
戸
、
商
業
業
務
施

設
６
件
の
認
定
を
行
い
、

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
拡
大
す
る
区
域

で
は
、
本
市
開
発
指
導
要

綱
第
２
条
に
定
め
る
開
発

事
業
で
、
５
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
、
ま
た
は
３

階
以
上
で　

戸
以
上
の
集

２０

合
住
宅
な
ど
が
対
象
と
な

り
、
国
鉄
馬
橋
駅
に
直
結

す
る
鉄
道
を
計
画
。
苦
労

の
末
、
免
許
を
得
て
、
資

本
金
７
万
円
の
「
流
山
軽

便
鉄
道
」
が
開
業
し
た
の

は
大
正
５
年
３
月　

日
。

１４

　

江
戸
川
水
運
の
衰
退
で

夢
を
失
い
か
け
て
い
た
町

民
に
元
気
を
与
え
た
が
、

レ
ー
ル
幅
は
狭
軌
の
０
・

７
６
２
ｍ
。
小
型
の
蒸
気

機
関
車
、
客
車
、
貨
車
、

そ
れ
ぞ
れ
２
両
。
従
業
員

　

名
。
わ
ず
か
５
・
７
キ

１９ロ
の
営
業
線
だ
か
ら
「
創

業
は
易
く
守
成
は
難
し
」

で
、
創
業
１
年
目
の
年
間

旅
客
輸
送
人
員
は
、
わ
ず

か
に
５
万
５
０
８
人
。

　

ミ
ニ
鉄
道
ゆ
え
の
赤
字

経
営
を
克
服
す
る
た
め
、

経
営
陣
は
開
業
以
来
起
死

昭
和
の
流
山
産
業
史 

（３１） 

｢

流
鉄｣

に
起
死
回
生
の
手
は
あ
る
か 

　

総
武
流
山
電
鉄
は
、
流

山
１
丁
目
の
流
山
駅
を
起

点
に
、
平
和
台
、
鰭
ケ
崎
、

松
戸
市
の
小
金
城
址
、
幸

谷
を
経
て
、
終
点
の
馬
橋

駅
ま
で
全
長
５
・
７
キ
ロ

の
ミ
ニ
鉄
道
だ
。

　

昭
和　

年
代
か
ら
流
山

３５

は
、
急
速
に
東
京
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
化
し
、
流
鉄
は

流
山
の
南
部
地
域
（
三
輪

野
山
、
加
、
流
山
１
〜
８

丁
目
、
平
和
台
、
西
平
井
、

宮
園
、
鰭
ケ
崎
）
の
通
勤

通
学
の
足
と
し
て
、
永
年

続
い
た
赤
字
線
か
ら
脱
却

し
た
。

　

平
成
元
年（
１
９
９
０
）

の
流
鉄
従
業
員
数
１
０
５

名
、
車
両
数　

両
、
運
転

１７

間
隔
朝
ラ
ッ
シ
ュ
時　
１３

分
、
閑
散
時　

〜　

分
。

１３

２０

　

周
年
記
念
オ
カ

４０リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１３

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１４

３５

１５

３０

場
所
＝
文
化
会
館
▽
内
容

＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
創

立　

周
年
記
念
第　

回
社

４０

１０

会
福
祉
大
会
の
式
典
終
了

後
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
世
界
の

音
楽
」
や
松
任
谷
由
実
の

コ
ン
サ
ー
ト
等
で
も
活
躍

し
て
い
る
山
田
恭
弘
さ
ん

の
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

を
広
く
一
般
の
皆
さ
ん
に

開
放
し
ま
す
▽
入
場
料
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

社
会
福
祉
協
議
会
�

７
１
５
９
―
４
７
３
５　

赤
い
羽
根
共
同　
 

募
金
に
ご
協
力
を

　

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん

な
で
参
加
」
を
テ
ー
マ
に

今
日
１
日
か
ら
赤
い
羽
根

共
同
募
金
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。　

千
葉
県
共
同
募

金
会
流
山
支
会
で
は
、
各

自
治
会
（
社
会
福
祉
協
議

会
協
力
員
）
等
を
通
じ
て

募
金
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
月
１
・

２
・
７
日
は
、
駅
前
等
で

街
頭
募
金
を
行
い
ま
す
。

　

□問
 

同
支
会
（
社
会
福
祉

協
議
会
内
）
�
７
１
５
９

―
４
７
３
５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

流山市グリーン
チェーン戦略

り
ま
す
。

　

□問
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
９
０

�
　

９
月　

日
、
生
涯
学
習

１６

セ
ン
タ
ー
で
市
民
公
募
に

よ
る
第
九
合
唱
団
の
全
パ

ー
ト
合
同
練
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。
６
月
か
ら
パ
ー

ト
別
に
練
習
を
重
ね
て
き

た
も
の
で
、　

月
に
は
流

１１

山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
と
一
緒
に
練
習
を
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市
民
第
九
の
チ
ケ

市
民
第
九
の
チ
ケ 

ッ
ト
ッ
ト　

日
か
ら

日
か
ら

１３１３

行
い　

月
の
本
番
を
目
指

１２

し
ま
す
。第
九
演
奏
会
は
、

文
化
会
館
で
①　

月　

日

１２

１５

�　

時　

分
か
ら
と
②　

１８

３０

１２

月　

日
�　

時
か
ら
の
２

１６

１４

回
公
演
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、全パート初の合同練習全パート初の合同練習

　

月　

日
�
か
ら
文
化
会

１０

１３

館
、
各
公
民
館
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も　
１０

時
〜　

時
）、紀
伊
國
屋
書

１６

店
流
山
お
お
た
か
の
森
Ｓ

・
Ｃ
店
、
ヤ
マ
ハ
ら
ら
ぽ

ー
と
柏
の
葉
セ
ン
タ
ー
、

シ
ャ
ー
プ
楽
器
（
ヨ
ー
ク

マ
ー
ト
江
戸
川
台
店
前
）

で
各
回
２
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）
で
販
売
さ
れ
ま

す
。

　

□問
 

同
実
行
委
員
会
・
横

山
�
７
１
５
９
―
３
２
４

７

　

日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
と
お
り
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
、
お
お
た
か
の
森

Ｓ
・
Ｃ
３
階
出
張
所
ロ
ビ

ー
で
、
い
ず
れ
も
入
場
無

料
、申
し
込
み
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
を
。

　

【
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
や
天

然
石
と
の
ふ
れ
あ
い
】

　

▽
日
時
＝　

月
７
日
�

１０

〜
８
日
�　

時
〜　

時
▽

１１

１７

内
容
＝
工
房
ほ
の
華
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ロ
マ
ン
ド
ー

ル
や
天
然
石
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
展
示
販
売
や
手
づ

く
り
講
習
会
（
材
料
費
等

１
８
０
０
円
）

　
【
写
真
展
と
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１４

　

時
〜　

時　

分
▽
内
容

１０

１５

３０

＝
写
真
で
つ
づ
る
利
根
運

河
の
魅
力
（
写
真
家
・
森

か
ず
お
さ
ん
の
作
品
展
示
）、

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
、
ホ
テ

ル
な
ど
で
ギ
タ
ー
の
弾
き

語
り
を
し
て
い
る
有
吉
か

つ
こ
さ
ん
の
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
（
①　

時
１１

　

分
〜
②　

時
〜
）

３０

１４

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

読
書
の
秋
を
楽
し
む

読
書
の
秋
を
楽
し
む

読
書
会
や
執
筆
な
ど
も
盛
ん
に

　
　

月　

日
か
ら
「
読
書
週
間
」

１０

２７

で
す
。終
戦
ま
も
な
い
昭
和　

年
、

２２

「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
平
和
な
文

化
国
家
を
作
ろ
う
」
と
書
店
や
図

書
館
な
ど
が
始
め
た
読
書
普
及
運

動
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
盛

の
中
に
あ
っ
て
、
運
動
初
日
の　
２７

日
が
「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」

に
制
定
さ
れ
る
な
ど
読
書
の
魅
力

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

日　

時　

分
か
ら
森
の
図

１３

３０

書
館
で
「
読
書
の
楽
し
み

方
・
本
の
情
報
を
得
る
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

ご
当
地
川
柳
を
出
版

　

５
・
７
・
５
の
リ
ズ
ム

で
、
俳
句
と
は
異
な
り
季

語
や
切
れ
字
を
使
わ
な
い 

「
川
柳
」
が
、
発
祥
２
５

公
開
読
書
会
が
人
気

　

９
月
８
日
、
図
書
館
で

公
開
読
書
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
読
書
会
は
、
市
民

の
読
書
意
欲
の
向
上
を
図

り
、
よ
り
よ
い
読
書
環
境

を
作
り
出
そ
う
と
活
動
し

て
い
る
市
民
団
体
「
本
を

読
も
う
・
流
山
の
会
」（
近

江
哲
史
代
表
）
が
、
５
月

か
ら
毎
月
開
い
て
い
る
も

の
で
す
。
近
江
代
表
は
、

「
図
書
館
に
行
っ
て
く
る

よ
〜
シ
ニ
ア
世
代
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
探
し
」（
日
外
ア

ソ
シ
エ
ー
ツ
）
な
ど
多
く

の
ご
著
書
を
持
つ
方
。
次

回
の
読
書
会
は
、　

月　
１０

１３

読書会に参加を読書会に参加を

熊谷代表と川柳集熊谷代表と川柳集

０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
川

柳
講
座
「
乱
気
流
」（
熊
谷

昌
具
代
表
）
で
は
、
ご
当

地
ソ
ン
グ
な
ら
ぬ
「
ご
当

地
川
柳
」
集
と
も
い
え
る

句
集
「
川
柳
流
山
」（
た
け

し
ま
出
版
）
を
出
版
し
ま

し
た
。「
恋
語
る
に
は
流
鉄

の
短
か
過
ぎ
」、「
お
お
た

か
で
駅
コ
ン
聞
い
て
乗
り

部
公
民
館
を
活
動
拠
点
と

し
て
い
る
創
作
童
話
の
会

「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の
同
人

で
す
。

　

今
回
、「
お
と
な
り
さ

ん
」
で
ご
紹
介
し
た
秋
元

さ
ん
の
よ
う
に
本
を
出
版

さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
家
庭
菜
園
の
楽
し
さ

を
綴
っ
た
丹
野
宏
美
さ
ん

の
「
家
庭
菜
園
今
が
一
番

い
い
季
節
」（
新
生
出
版
）

や
野
崎
達
次
さ
ん
の
「
人

間
の
世
界
、数
字
の
世
界
」

（
新
風
舎
）、坪
井
憲
次
さ

ん
の
「
心
淀
み
て
」（
文
園

社
）、
松
林
経
明
さ
ん
の

「
遥
か
な
る
葬
送
」（
新
風

舎
）
な
ど
、
市
内
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
ご
著
書
が
出
版

さ
れ
多
く
の
方
々
に
読
ま

れ
て
い
ま
す
。

遅
れ
」
な
ど
お
な
じ
み
の

鉄
道
や
旧
跡
、
民
話
を
テ

ー
マ
に
し
た
川
柳
に
思
わ

ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

今
川
乱
魚
さ
ん
の
監
修
に

よ
る
こ
の
川
柳
集
は
、
流

山
市
制　

周
年
記
念
と
銘

４０

打
っ
た
「
地
域
限
定
」
の

一
冊
で
す
。

児
童
書
を
寄
贈

　

八
木
北
小
学
校
に
、
西

初
石
の
童
話
作
家
・
白
木

惠
委
子
さ
ん
が
ご
著
書

「
バ
ス
の
屋
根
の
上
で
」

（
け
や
き
書
房
）
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
同
著
は
、

平
成　

年
台
風　

号
の
影

１６

２３

響
で
、
京
都
府
舞
鶴
市
で

由
良
川
が
氾
濫
し
、
濁
流

に
孤
立
し
た
観
光
バ
ス
の

屋
根
の
上
で
励
ま
し
あ
い

な
が
ら
一
夜
を
明
か
し
た

乗
客
や
関
係
者
の
話
を
聞

い
て
ま
と
め
た
児
童
向
け

の
物
語
。
小
学
校
で
は
、

授
業
の
中
で
児
童
た
ち
と

本
の
内
容
な
ど
を
話
し
合

い
、「
生
命
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
白
木
さ
ん
は
、
北

八木北小の授業で八木北小の授業で

緑豊かな街づくりを緑豊かな街づくりを

（　）　　 第１１４７号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

電
車
の
中
で
化
粧
し
、

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
夢

中
に
な
る
な
ど
、
周
囲
に

人
の
存
在
を
感
じ
な
い
世

相
を「
他
者
な
き
時
代
」 

と
命
名
す
る
秋
元

三
郎
さ
ん
。
他
者

と
の
関
わ
り
の
中

で
自
分
を
確
認
す

る
の
が
社
会
な
の

に
、
社
会
全
体
が

ひ
き
こ
も
り
傾
向

に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
分
析
す
る
。

「
あ
き　

み
つ
を
」

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

昨
秋
「
灰
色
の
目

黄
色
の
目
」（
た
け

し
ま
出
版
）を
出
版
し
た
。

「
詩
集
あ
い
う
え
お
」（
新

春
舎
）
に
続
く
２
冊
目
。

「
隠
れ
家
」
と
呼
ぶ
書
斎

に
は
、
哲
学
書
や
詩
集
と

一
緒
に
ハ
ー
ブ
や
囲
碁
、

陶
芸
な
ど
の
本
が
並
ぶ
。

お
子
さ
ん
が
７
歳
の
と
き

に
剣
道
を
習
わ
せ
た
。
稽

古
が
嫌
で
泣
い
て
い
た
こ

と
か
ら
「
お
父
さ
ん
も
一

緒
に
や
る
か
ら
」
と
誘
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で　

代
３０

か
ら
剣
道
を
始
め
る
。

病
弱
で
運
動
嫌
い
だ

っ
た
と
い
う
父
は
い

ま
、剣
道
錬
士
６
段
、

杖
道
４
段
、
居
合
道

は
教
士
７
段
。
囲
碁

も
５
段
の
腕
前
と
い

う
文
武
両
道
だ
。
玄

関
に
は
「
土
龍
窯
」

の
文
字
も
。
陶
芸
や

囲
碁
、
写
真
な
ど
多

趣
味
な
秋
元
さ
ん
だ

が
、
一
番
の
こ
だ
わ

り
は「
言
葉
」。
団
塊
の
世

代
が
定
年
を
迎
え
、
経
験

し
た
こ
と
や
研
究
し
た
こ

と
を
本
に
し
た
い
人
が
増

え
て
の
自
費
出
版
ブ
ー
ム

に
は
「
コ
ス
ト
な
ど
を
よ

く
考
え
た
方
が
い
い
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
す
。
身
近
な

郷
土
史
研
究
の
自
費
出
版

も
多
い
が
、
研
究
者
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
に
は
「
ウ
ン

ザ
リ
す
る
」
と
、
新
川
村

生
ま
れ
な
ら
で
は
の
辛
辣

な
指
摘
も
。
路
傍
の
石
仏

に
花
や
水
を
供
え
る
年
老

い
た
人
が
い
る
。
石
仏
の

歴
史
や
由
来
の
知
識
を
持

た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
こ
に
は
深
い
感
謝
と
祈

り
が
あ
る
。
新
し
く
住
む

人
々
は
よ
く
探
索
し
分
析

す
る
が
、「
継
承
さ
れ
た
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の

郷
土
な
の
か
」
と
い
う
疑

問
も
。
幾
代
も
続
い
て
住

む
人
々
の
思
い
と
、
新
し

い
人
々
の
知
恵
が
融
合
し

て
こ
そ
「
新
し
い
郷
土
」

は
創
造
さ
れ
る
は
ず
と
、

開
発
が
進
む
流
山
を
温
か

い
目
で
見
守
る
。

退職後は地域で多趣味を楽しむ秋元三郎さん

回
生
の
手
を
打
っ
て
き 

た
。

　

一
つ
は
大
正　

年
５ 

１２

月
、
資
本
金
を　

万
円
に

２０

増
資
。
流
山
に
新
設
さ
れ

た
陸
軍
糧
秣
廠
に
全
国
か

ら
送
り
込
ま
れ
る
干
草
や

ワ
ラ
を
、
馬
橋
駅
で
国
鉄

線
か
ら
積
み
替
え
ず
、
直

通
運
転
が
出
来
る
よ
う
に
、

大
正　

年　

月
、
レ
ー
ル

１３

１２

幅
を
国
鉄
と
同
じ
１
・
０

６
７
ｍ
に
拡
幅
。
流
山
の

特
産
「
万
上
」
ミ
リ
ン
工

場
と
合
成
清
酒
の
東
邦
酒

類
に
引
き
込
み
線
を
敷
設
。

貨
車
輸
送
に
活
路
を
見
出

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
国
鉄
常
磐

線
の
上
野－

取
手
間
が
電

車
運
転
と
な
っ
た
昭
和　
２４

年
６
月
。
流
鉄
は
同
年　
１２

月
、
直
ち
に
国
鉄
か
ら
直

流
電
力
の
融
通
を
受
け
て

電
化
し
た
。
そ
し
て
流
山

電
気
鉄
道
㈱
と
社
名
を
改

め
た
。　
　
　

（
つ
づ
く
）

文
／
山
本
文
男

　

昭
和　

年
代
に
活
躍
し
た

４０

電
動
客
車
モ
ハ
１
０
０
１（
流

山
駅
で
昭
和　

年
撮
影
）

５５

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

剣道に陶芸に写真に執筆に

2冊目の著書を出版

旅
客
輸
送
人
員
年
間
５
６

０
万
９
７
４
６
人
。

　

し
か
し
一
昨
年
、「
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
開

通
し
た
た
め
、
流
鉄
は
乗

客
の
４
割
を
失
い
、
再
び

赤
字
線
に
急
落
。
危
急
存

亡
の
淵
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
ミ
ニ
鉄
道
ゆ
え
の
流

鉄
の
苦
難
は
、
し
か
し
、

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
赤
字
克
服
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　
　

年
前
の
大
正
元
年

９１
（
１
９
１
２
）、流
山
の
商

工
人　

名
が
発
起
人
と
な

３９

市民伝言板 

□ 問 秘書広報課 � 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。 
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。 

－ 

　２１楽窯会陶芸展＝１０月２日�～５日�９時～１７時（２日は１２時
から、５日は１６時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場

料無料□問 小竹�７１５４－６７３６
　流山市手をつなぐ親の会バザー＝１０月７日�１０時３０分～１４時、
江戸川台福祉会館。入場料無料□問 荻野�７１７４－０３８５
　絵手紙展（花かご主催）＝１０月８日�～１４日�９時～２１時（８
日は１２時から、１４日は１６時まで）、生涯学習センター。入場料無

料□問 黒崎�７１５５－６７２０
　大人のための楽しい英語（ＮＰＯ法人Ｃ＆Ｃクラブ主催）＝１０
月１１日�１０時～１１時３０分、初石公民館。参加費７００円（コピー代

別）※海外旅行にも役立ちます□問 上矢�７１５４－１３２５
　リウマチ友の会流山地区患者会＝１０月１２日�１３時３０分～１６時、
ケアセンター。参加費無料□問 植田�７１５４－４５０９
　全国一斉無料成年後見相談会（�成年後見センター・リーガル
サポート主催）＝１０月１３日�１０時～１５時、松戸市民会館（松戸市）

※認知症、知的障害等で判断能力が不十分な方の財産管理等の相

談□問 佐藤�７１５２－４３９０
　作陶展（夢陶会主催）＝１０月１３日�～１４日�１０時～１７時、南流
山センター。入場料無料□問 守山�７１５９－０３００
　ストレッチヨギー（４０歳以上対象）＝１０月１３日�・２０日�１０時
～１１時３０分、第２コミュニティホーム。参加費無料※ストレッチ

とヨガを組み合わせ心体の不調を改善・予防□問 佐藤�０８０－
３１５７－２７５５

　秋の謡と仕舞の会（流山市能楽研究会主催）＝１０月１４日�１０時
～１６時、直道カルチャーホール（西初石）。入場料無料□問 直道書

店・伊藤�７１５５－１１３１
　プリザーブドフラワーアレンジメント（Maison de Campagne
主催）＝１０月１６日�１０時～１２時、森の図書館。参加費３,０００円※８

日までに要申し込み□問 水谷�７１５３－０８７８
　和楽会、さわやか陶友会合同作品展＝１０月１７日	～２１日�９時
～２１時（２１日は１５時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入

場料無料□問 岩井�７１５３－２９２０
　手作り作品展示会＆ビーズ作品体験コーナー（生活クラブ　流
山介護ステーションあいの手主催）＝１０月１８日�～２０日�１１時～

１７時、初石公民館。入場料無料※ビーズ体験は材料代４００円～７００

円かかります□問 流山介護ステーションあいの手�７１５３－６６７４
　陽だまりサロンコンサート｢オカリナ（千葉稔）とアコーディオ
ン（岩城里江子）によるコンサート｣（音楽の陽だまり主催）＝１０
月２０日�１３時３０分～１５時３０分、生涯学習センター。入場料１,０００円

□問 伊藤�７１５２－１８７１
　第２０回とうかつ健康まつり（同実行委員会主催）＝１０月２１日�
１０時～１５時、東葛病院裏側駐車場。模擬店、バザール、医療・介

護相談コーナー、中央舞台、子どもの広場、包丁研ぎ、似顔絵な

ど。入場料無料※雨天決行□問 東葛病院・星野�７１５８－８３１７
　輪っはっは教室｢楽しくお子さんの歯のこと、食事のこと話しま
せんか？ ｣（お口の健康サークル主催）＝１０月２２日
１０時～１２時、
駒木台福祉会館。参加費無料□問 古川�０９０－１７６０－
４１３３

　祭りずし講習会（不昧の会主催）＝１０月２３日�・１１月３０日�、
平成２０年１月２２日�１０時３０分～１３時３０分、東部公民館。参加費１

回１,０００円※第１回は「赤トンボ」、第２回は「キャンドルとブー

ツ」、第３回は「揚げ羽蝶」を作ります□問 橋本�７１４７－６９８８
　中途失聴者・難聴者の集い（ＮＰＯ千葉県中途失聴者・難聴者
協会東葛北事務所主催）＝１０月２６日�１３時３０分～１５時３０分、ケア

センター。参加費無料※ＯＨＰ・手話通訳あり□問 渡辺�・�７１５４
－２１６２

　“干支（子）”講習会（全２回）（真多呂人形雅会主催）＝１１月
１日�・８日�１３時～１６時、南流山センター。参加費３,０００円□問 来

栖�７１５８－２７４８
　第１４回里芋の収穫体験といも煮会（農家生活研究会主催）＝１１
月１０日�※雨天の場合は１１日�１０時３０分～、コミュニティプラザ。

参加費…いも掘り１口６００円、食事４００円（幼稚園児は２００円）

※１３日までに、文化会館朝市（毎週土曜７時３０分～８時３０分）ま

たは東葛病院診療所前の朝市（月～土曜９時～１１時３０分）で申し

込みを□問 染谷�７１５８－１７６２

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.３７〉
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★印のあるものは市主催のものです 

�
　

★
古
典
文
学
講
座
「
と

は
ず
が
た
り
」
を
読
む
〜

鎌
倉
時
代
、
後
深
草
院
二

条
の
日
記
お
よ
び
紀
行
文

〜
（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

１３

・　

日
�
・　

日
�
▽
時

２０

２７

間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１４

１６

＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
で
全
回

参
加
で
き
る
方
／　

人 
４５

（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
佐

藤
毅
さ
ん
（
江
戸
川
大
学

教
授
、
文
芸
評
論
家
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
２
日
９
時
か
ら
電
話

で
中
央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
家
族
農
体
験
講
座

（
市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
流
山
共
催
）

　

▽
内
容
／
期
日
＝
①
落

花
生
掘
り
／　

月　

日
�

１０

２０

②
さ
つ
ま
い
も
掘
り
／　
１０

月　

日
�
※
い
ず
れ
も
雨

２７
天
の
場
合
は
翌
日
▽
時
間

＝　

時
〜　

時
▽
場
所
＝

１０

１２

駒
木
台
の
農
地
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
家
族

／
各　

組
（
先
着
順
）
▽

１５

参
加
費
＝
い
ず
れ
も
１
組

講
座
・
講
演

１
０
０
０
円
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支

援
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２５

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２６

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
覚

１８え
た
い
内
容
＝
①
入
力
方

法
②
ワ
ー
ド
③
エ
ク
セ
ル

④
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
▽
参
加
費
＝
２
０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

覚
え
た
い
内
容
（
①
〜
④

の
う
ち
１
つ
）、返
信
用
に

宛
名
を
明
記
の
上
、　

月
１０

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

１０２
７
０
―
０
１
７
６
流
山

市
加
１
―　

―
２
文
化
会

１６

館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
廃
ガ
ラ
ス
で
ブ
ロ
ー

チ
づ
く
り

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

３０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１３

１５

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／　

人
（
多
数
抽
選
）

１２

▽
参
加
費
＝
１
０
０
円 

（
材
料
代
）
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

１５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
４
流
山
市
下
花
輪
１
９

１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
１
日
�

１１

・
２
日
�
▽
時
間
＝　

時
１３

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
文

３０

１６

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

ワ
ー
ド
入
門
・
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
Ⅰ
講
座
修
了
程
度

の
方
／　

人（
多
数
抽
選
）

２０

▽
内
容
＝
ワ
ー
ド
機
能
を

使
っ
て
図
や
ア
ー
ト
、
表

入
り
の
お
知
ら
せ
を
作
成

▽
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信

用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

　

月
９
日
（
必
着
）
ま
で

１０に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
自
己
表
現
講
座
「
伝

え
て
ま
す
か
？　

あ
な
た

の
気
持
ち
」（
全
２
回
）

　

男
女
共
同
参
画
の
一
環

と
し
て
、
自
分
の
気
持
ち

や
考
え
を
、
誠
実
に
、
率

直
に
、
対
等
に
表
現
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

学
ぶ
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
２
回
連

続
講
座
で
す
。

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１１

１０

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１１

１３

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
南

３０

１６

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
／　

人
（
先

３０

着
順
）
▽
講
師
＝
馬
渡
静

枝
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ

ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
千
葉
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参

画
室
へ
※
２
歳
〜
就
学
前

児
の
一
時
保
育（
要
予
約
）

あ
り

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
一
日
体
験
講
座
」

　

▽
日
時
＝　

月
９
日
�

１０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
生

１０

１２

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
生
後
１
カ
月
〜

ハ
イ
ハ
イ
前
の
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者
／　

組
（
先
着

１０

順
）
▽
参
加
費
＝
１
０
０

０
円
▽
持
ち
物
＝
バ
ス
タ

オ
ル
、フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
飲
み

物
▽
申
し
込
み
＝
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
）
で
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９
　

初
心
者
の
た
め
の
篠
笛

講
座
（
全
７
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

１２

・　

日
�
・　

日
�
、　

１９

２６

１１

月
２
日
�
・　

日
�
・　

１６

２２

日
�
・　

日
�
▽
時
間
＝

３０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
ほ

１８

２０

っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
▽
対

象
／
定
員
＝
中
学
生
以
上

の
市
民
／　

人（
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費
＝
５
０
０
円 

（
資
料
代
等
）
▽
持
ち
物

＝
篠
笛
（
唄
用
、
７
本
調

子
）、
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト

※
篠
笛
が
な
い
方
に
は
、

２
０
０
０
円
程
度
で
ご
用

意
で
き
ま
す
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ

下
花
輪
へ

　

□問
 

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花

輪
�
７
１
５
０
―
４
１
２

６
　

植
木
の
手
入
れ
講
習
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１７

８
時
〜　

時
▽
場
所
＝
協

１２

同
組
合
流
山
卸
セ
ン
タ
ー

内
庭
園
（
三
輪
野
山
）
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住

の　

歳
以
上
で
、
流
山
市

６０
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
と
し
て
植
木
・
草

刈
り
の
仕
事
が
し
た
い
方

な
ど
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
刈
り
込
み
ば
さ
み
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
作
業
服
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー
へ

　

□問
 

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
５

―
３
６
６
９

　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
　

▽
期
日
＝　

月
１
日
�

１１

〜
２
日
�
▽
場
所
＝
南
流

山
セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
２

５
０
人
（
先
着
順
）
▽
参

加
費
＝
６
０
０
０
円
▽
受

付
期
間
＝　

月
９
日
�
〜

１０

　

日
�
▽
申
し
込
み
＝
�

２４日
本
防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

ま
た
は
市
消
防
本
部
予
防

課
お
よ
び
各
消
防
署
・
分

署
で
配
布
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
明
記
の
上
、
	

千
葉
県
消
防
設
備
協
会
へ

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
０
４
３
―

２
６
８
―
７
１
１
８
）
ま

た
は
持
参

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

�
　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１９

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
森

１５

１６

の
図
書
館
▽
内
容
＝
ば
け

く
ら
べ
▽
出
演
＝
人
形
劇

団
ふ
う
せ
ん
▽
入
場
料
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
国
民

健
康
保
険
料
等
収
納
指
導

員
）
の
登
録
者
募
集

　

▽
勤
務
内
容
＝
国
民
健

康
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
、
戸
別
訪

問
に
よ
る
収
納
指
導
▽
勤

務
時
間
＝
休
日
を
含
む
９

時
〜　

時
の
時
間
帯
に
お

２０

い
て
、
月
１
４
０
時
間
以

内
▽
応
募
資
格
＝
自
転
車
、

車
な
ど
の
交
通
用
具
を
持

ち
込
み
で
き
る　

歳
位
ま

６０

で
の
健
康
な
方
▽
給
与
＝

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

基
本
給
（
月
額
４
万
９
４

０
０
円
）
＋
歩
合
給
▽
応

募
方
法
＝
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
国
保

年
金
課
へ
持
参
（
土
・
日

曜
、
祝
日
等
を
除
く
）
▽

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
の

上
、
面
接
※
登
録
者
の
採

用
通
知
は
採
用
者
の
み
連

絡
し
ま
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

★
市
臨
時
職
員
（
税
の

確
定
申
告
に
関
す
る
計
算

等
の
一
般
事
務
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
／
期
間
＝

①
市
役
所
／
平
成　

年
１

２０

月
中
旬
〜
３
月
末
、
同
年

１
月
下
旬
〜
５
月
末
、
同

年
２
月
中
旬
〜
３
月
末
②

松
戸
税
務
署
／
平
成　

年
２０

２
月
中
旬
〜
３
月
末
※
い

ず
れ
も
月
〜
金
曜
の
毎
日

（
①
の
４
月
・
５
月
は
１

カ
月
当
た
り　

日
以
内
）

１４

▽
勤
務
時
間
＝
９
時
〜　
１７

時
▽
応
募
資
格
／
募
集
人

員
＝　

歳
〜　

歳
位
ま
で

１８

５５

の
方
／　

人
程
度
▽
時
間

２０

給
＝
７
９
０
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）
▽
応
募
方
法

＝
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、　

月　

日（
消

１０

１５

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
人
事
課
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▽
選
考
方
法
＝

書
類
審
査
の
上
、
面
接
※

結
果
は　

月
中
旬
ま
で
に

１１

通
知
し
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

人
事
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
８

相談あんない（１０月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝ 
 �７　１　５　８－１　６　１　６

 
①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
月曜※８日は除く
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
３日（１３：００～１６：３０）
　
④登記相談（予約制）
１０日（１３：００～１５：４０）

⑤交通事故相談（予約制）
１５日（１０：００～１５：００）
 

⑥不動産相談（予約制）
１７日（１３：００～１６：３０）
　 
⑦行政書士相談（予約制）
　※予約は２日前までに
６日（１３：００～１５：００）
１９日（１３：００～１６：００）
　※６日は南流山センター
で出張相談

　
⑧外国人相談（予約制）
※予約は１週間前までに
２４日（１３：００～１６：００）
　

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　
療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２８日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　
幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４
　
心の相談（予約制）
４日・１５日
（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
２日・２６日（１７：００～２１：００）
　江戸川台福祉会館
１４日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１５３
－７４２２

　
年金相談（予約制）
１２日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０
　

わが家の耐震相談・無料診断
　月～金曜
　（９：００～１６：００）
　昭和５６年以前建築の木造
住宅対象

　□問 建築住宅課�７１５０－
６０８８
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第１１４７号（　）　　　平成１９年１０月１日（月曜日）７

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
あ
す
な

ろ
学
童
ク
ラ
ブ
（
木
）
▽

勤
務
内
容
＝
南
流
山
小
１

〜
３
年
生
の
放
課
後
保
育

▽
勤
務
日
／
時
間
＝
週
３

〜
４
日
程
度
／
１
日
３
〜

４
時
間
程
度
▽
応
募
資
格

＝　

歳
以
下
の
方
▽
時
間

５５
給
＝
８
０
０
円
（
手
当
別

途
支
給
）
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ

ブ
�
７
１
５
９
―
７
９
７

０
　

★
市
臨
時
職
員
（
看
護

師
、
医
療
事
務
員
）
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
平
日
夜

間
・
休
日
診
療
所
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）
▽
勤
務
内

容
＝
①
看
護
師
…
医
師
の

診
療
介
助
②
医
療
事
務
員

…
医
療
事
務
▽
勤
務
日
／

時
間
＝
月
〜
土
曜（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
／　
１９

時
〜　

時
▽
応
募
資
格
＝

２１

各
有
資
格
者
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

★
市
臨
時
職
員
（
歯
科

衛
生
士
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▽
勤
務
内
容
＝
各

種
健
診
、
健
康
教
育
、
相

談
事
業
、
事
務
▽
勤
務
日

／
時
間
＝
月
〜
金
曜
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
勤
務
日
数
、
勤
務
時
間

は
応
相
談
▽
応
募
資
格
／

募
集
人
員
＝
有
資
格
者
／

若
干
名
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１１

２５

▽
場
所
＝
日
本
大
学
生
産

工
学
部
津
田
沼
校
舎
（
習

志
野
市
）
▽
申
し
込
み
＝

市
消
防
本
部
予
防
課
、
各

消
防
署
に
あ
る
書
類
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、　

月
１０

９
日
�
〜　

日
�
（
土
・

１７

日
曜
を
除
く
９
時
〜　

時
１６

　

分
）
に
予
防
課
へ
持
参

３０
　

【
受
験
者
対
象
の
講
習

会
（
希
望
者
の
み
）】

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２５

▽
場
所
＝
松
戸
商
工
会
議

所
（
松
戸
市
）
▽
参
加
費

＝
３
５
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
あ
り
）
▽
申
し

込
み
＝
試
験
申
し
込
み
時

に
予
防
課
窓
口
で

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

　

▽
期
日
＝
平
成　

年
２

２０

月
３
日
�
▽
受
験
資
格
＝

修
学
歴
、
下
水
道
排
水
設

備
工
事
に
関
す
る
職
歴
に

よ
り
一
定
の
経
験
年
数
等

を
有
す
る
方
▽
申
込
用
紙

の
配
布
期
間
／
場
所
＝　
１０

月　

日


〜　

月
２
日
�

１５

１１

（
土
・
日
曜
を
除
く
）
／

下
水
道
業
務
課
▽
申
し
込

み
＝　

月
１
日
�
・
２
日

１１

�
に
下
水
道
業
務
課
へ

　

※
試
験
会
場
（
千
葉
市

内
を
予
定
）
は
申
込
者
に

後
日
通
知
し
ま
す

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

�
　

★
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む

絵
本
の
紹
介

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１８

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１０

１１

石
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
１
歳
半
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
、
妊
婦
／

　

組
（
先
着
順
）
▽
参
加

１５費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

２
日
９
時
か
ら
電
話
で
中

央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
福
祉
会
館
ま
つ
り

　

東
深
井
・
思
井
・
駒
木

台
福
祉
会
館
で
は
、
次
の

と
お
り
「
福
祉
会
館
ま
つ

り
」
を
行
い
ま
す
。
入
場

料
は
無
料
で
、
自
由
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
各
会
場

で
、
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
（
�
７
１
５
０

―
６
０
６
４
）
に
よ
る
男

女
共
同
参
画
ビ
デ
オ
の
上

映
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

①
東
深
井
福
祉
会
館

　

▽
日
時
＝　

月
７
日
�

１０

９
時
〜　

時　

分
▽
内
容

１５

３０

＝
民
謡
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
、
踊
り
、
銭
太
鼓
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
等
の
発
表
※

昼
食
持
参
で

　

□問
 

東
深
井
福
祉
会
館
�

７
１
５
５
―
３
６
３
８

　

②
思
井
福
祉
会
館

　

▽
日
時
＝　

月
８
日
�

１０

　

時
〜　

時　

分
▽
内
容

１０

１５

３０

＝
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩

吟
な
ど
の
発
表
。
パ
ッ
チ

そ
の
他

ワ
ー
ク
、
押
し
花
の
展
示

※
昼
食
持
参
で

　

□問
 

思
井
福
祉
会
館
�
７

１
５
９
―
５
６
６
６

　

③
駒
木
台
福
祉
会
館

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１４

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１５

３０

内
容
＝
歌
や
踊
り
な
ど
の

発
表
、
自
治
会
に
よ
る
模

擬
店
や
野
菜
販
売
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
さ
つ
き
園
に

よ
る
パ
ン
の
販
売
な
ど

　

□問
 

駒
木
台
福
祉
会
館
�

７
１
５
４
―
４
８
２
１

　

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪

「
浴
室
」
の
臨
時
休
業

　

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪

で
は
、
清
掃
お
よ
び
保
守

点
検
の
た
め
、　

月　

日

１０

１８

�
と　

月　

日
�
の
計
２

１２

１９

日
、「
浴
室
」
を
臨
時
休
業

し
ま
す
。

　

□問
 

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花

輪
�
７
１
５
０
―
４
１
２

６
　

全
国
一
斉
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
相
談
会（
無
料
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１４

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
柏

１０

１６

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
＝
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
に
よ
る
管
理
組
合
の
個

別
無
料
相
談
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
千
葉
県
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
士
会
へ

　

□問
 

千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
�
０
４
３
―
２

４
４
―
９
０
９
１

　

公
開
読
書
会
「
読
書
の

楽
し
み
方（
第
２
回
）　

本

の
情
報
を
得
る
」（
本
を
読

も
う
・
流
山
の
会
主
催
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１３

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
／　

人
４０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
読

書
を
楽
し
む
た
め
の
情
報

を
得
る
方
法
に
つ
い
て
の

Ｑ
＆
Ａ
、
本
の
朗
読
、
読

書
発
表
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

「
音
読
・
朗
読
発
表
会
」

の
発
表
者
募
集
（
流
山
市

子
ど
も
の
読
書
推
進
の
会

主
催
）

　

▽
発
表
日
／
場
所
＝　
１２

月
１
日
�
／
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
▽
発
表
内
容
＝
詩

や
小
説
の
一
編
、
短
い
話

な
ど
を
グ
ル
ー
プ
や
個
人

で
音
読
、
朗
読
※
発
表
時

間
は
５
分
以
内
で
、
演
目

や
発
表
形
態
（
群
読
、
朗

読
な
ど
）
は
自
由
▽
応
募

資
格
＝
市
内
在
住
・
在
学

の
方
▽
応
募
方
法
＝
中
央

図
書
館
、
森
の
図
書
館
お

よ
び
各
分
館
に
あ
る
エ
ン

ト
リ
ー
用
紙
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、　

月　

日

１０

３０

ま
で
に
各
図
書
館
の
窓
口

へ
（
小
・
中
学
生
は　

月
１０

　

日
ま
で
に
各
学
校
へ
）

１９※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

第　

回
生
涯
大
学
校
江

２８

戸
川
台
校
舎
学
園
祭

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２０

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２１

１０

〜　

時
（　

日
は　

時
ま

１５

２１

１４

で
）
▽
内
容
／
場
所
＝
①

作
品
展
「
陶
芸
、
絵
画
、

写
真
、
書
、
手
芸
、
俳
句
、

短
歌
、
生
け
花
、
盆
栽
な

ど
」
／
生
涯
大
学
校
東
葛

飾
学
園
江
戸
川
台
校
舎
②

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
発
表
会

「
コ
ー
ラ
ス
、
民
謡
、
詩

吟
、
日
本
舞
踊
、
ダ
ン
ス
」

／
北
部
公
民
館
※
入
場
料

は
無
料
で
、
自
由
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す

　

□問
 

生
涯
大
学
校
東
葛
飾

学
園
江
戸
川
台
校
舎
�
７

１
５
２
―
１
１
８
１

　

げ
ん
き
村
キ
ャ
ン
プ
場

で
秋
を
楽
し
も
う
！
（
流

山
市
青
少
年
相
談
員
連
絡

協
議
会
東
部
地
区
主
催
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２０

９
時
〜　

時
▽
集
合
・
解

１２

散
場
所
＝
東
部
公
民
館
▽

対
象
／
定
員
＝
八
木
南
・

長
崎
・
東
・
向
小
金
小
学

校
区
域
内
に
在
住
の
小
学

生
／　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

▽
内
容
＝
笛
を
作
っ
て
演

奏
会
、
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
づ

く
り
、
げ
ん
き
村
キ
ャ
ン

プ
場
ま
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

や
き
い
も
等
※
雨
天
時
変

更
あ
り
▽
参
加
費
＝
１
０

０
円
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ

キ
に
イ
ベ
ン
ト
名
、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
、
小
学
校
名
と
学
年

を
明
記
の
上
、　

月　

日

１０

１２

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
０
７

　

▽
テ
ー
マ
＝
第
１
部
…

市
内
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
、

第
２
部
…
自
由
作
品
▽
規

格
等
＝
Ａ
４
サ
イ
ズ
（
カ

ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
、
デ
ジ

カ
メ
作
品
も
可
）
※
各
部

門
１
人
５
作
品
以
内
▽
参

加
費
＝
１
部
門
３
９
０
０

円
（
額
縁
代
等
）
▽
応
募

方
法
＝　

月　

日
ま
で
に

１０

３１

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
※

各
賞
あ
り
。
応
募
作
品
は

　

月　

日
か
ら　

月
３
日

１１

３０

１２

ま
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
展
示
し
ま
す

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

　

住
宅
セ
ミ
ナ
ー
・
耐
震

診
断
、
建
築
無
料
相
談
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２０

　

時
〜　

時
（
セ
ミ
ナ
ー

１０

１６

は　

時
〜
）
▽
場
所
＝
文

１４
化
会
館
▽
内
容
＝
１
級
建

築
士
に
よ
る
建
築
相
談
お

よ
び
木
造
住
宅
耐
震
診

断
、セ
ミ
ナ
ー「
安
心
し
て

家
を
建
て
る
に
は
」
※
耐

震
診
断
は
建
築
物
の
設
計

図
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
県
建
築
士
事
務

所
協
会
�
０
４
３
―
２
２

４
―
１
６
４
０

　

平
成　

年
度
新
市
町
村

１９

振
興
宝
く
じ
（
オ
ー
タ
ム

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
）
を
発

売
中

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

　

▽
発
売
期
間
＝　

月　
１０

１９

日
�
ま
で
※
売
り
切
れ
次

第
終
了
▽
発
売
場
所
＝
全

国
の
宝
く
じ
売
り
場

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
１

柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間１０月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０２５日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００２２日（夜間検査あり）ＨＩＶ抗体検査
１３：３０～１５：００１２日女性のための健康相談
１４：００～１６：００１６日・２２日・２３日心の健康相談
１４：００～１６：００１日・１５日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００２日酒　害　教　室
１３：００～１５：００１１日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　▽場所＝保健センター内「平日夜間・休日診療所」（西初石４－１４３３－１）
▽診療科目／受付時間＝①平日夜間…内科、小児科／１９時～２０時３０分②休
日…９時～１１時３０分、１３時～１６時３０分（午後の診療は１３時３０分から、歯科
の受付は１１時３０分まで）※病状により二次病院へ紹介させていただく場合
があります。平日夜間・休日診療所の開設に伴い、当番医による休日夜間
の在宅診療は廃止となりますので、休日夜間の救急については、消防本部
（�７１５８－０１１９）へお問い合わせください
　□問 平日夜間・休日診療所�７１５５－３４５６

平日夜間・休日の救急医療

保健あんない（１０月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
５日・１９日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
１２日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
２４日　南流山福祉会館
２９日　保健センター
※平成１８年９月～１２月生まれ
の乳児対象。歯と食生活の指
導と試食。母子健康手帳、お
しぼりを持参

もぐもぐ教室（予約制）
３０日　東部公民館
３１日　保健センター
※４～５カ月児の離乳食指導。
母子健康手帳、器、スプーン
を持参

育児相談
１１日　保健センター
１７日　東部公民館
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳以上の
幼児対象（１歳未満の弟妹が
いる場合は、来月に来所）
　

むし歯予防教室（予約制）
３日・１０日・２４日　保健センター
※２歳２カ月児対象（２４日は
１・２回参加の幼児対象）。１
歳６カ月児健康診査時に申し
込みを

食事相談（予約制）

月～金曜　保健センター

※生活習慣病などの食事指導

　

成人健康相談（予約制）

月～金曜　保健センター

※生活習慣病など健康に関する相談

　

健康診査

①３カ月児…２５日・２６日

（平成１９年６月生まれの乳児対象）

②１歳６カ月児…２２日・２３日

（平成１８年３月生まれの幼児対象）

③３歳児…１日・２日

（平成１６年７月生まれの幼児対象）

※いずれも保健センター

（１２：４５～１３：４５受付）
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平成１９年１０月１日（月曜日）　　　（　）８第１１４７号

日　程・催し物会　場
１３日�　ソフトドッジボール大会
２７日�　らくらくクラフト

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

１３日�　みんなで作ろう楽しい工作
２０日�　ドッジボール大会

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

１３日�　ドッジボール大会
２７日�　マンカラ大会

思井児童センター
�７１５９－５６６６

１０日�、２９日�　にこにこサロン向小金児童センター
�７１７３－９３２０

２０日�　 卓球大会
２６日�　食事についてのお話

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

１３日�　マンカラ大会
２０日�　ドッジボール大会

野々下児童センター
�７１４５－９５００

１３日�　ドッジボール大会
２２日�　あつまれ赤ちゃん

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

１７日�　青空集会
２４日�　親子で遊ぼう!!（南流山センター）

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

児童館・センター１０月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
乳幼児を持つ方の交流の場（乳幼児を持つ方の交流の場（１０月）１０月） 

　▽期日／内容＝別表のとおり▽時間＝１０時３０分～１２時

古紙100％再生紙、大豆油インク使用 
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

昔
の
暮
ら
し
に
タ
イ
ム　

ス
リ
ッ
プ

�

古
い
道
具
や
懐
か
し
い
写
真
な　
　

ど�

　

博
物
館
で
は
、
企
画
展

「
ち
ょ
っ
と
昔
の
く
ら
し
」

を　

月
２
日
�
か
ら
開
催

１０

し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ

の
企
画
展
で
は
、
昔
の
暮　ちょっと昔の暮らしを体験

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

市民ギャラリー　今月の展示

【切り絵で巡る　観光スポット　

　１日�～３１日�】
　市内の観光名所を切り絵作品で紹
介します。
　　□問 �アーテック�７１５４－１４４１

ら
し
を
支
え
た
生
活
用
品

や
古
い
道
具
、
懐
か
し
い

写
真
な
ど
を
展
示
し
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
社
会
科
で
「
昔

の
人
々
の
暮
ら
し
」
を
学

ぶ
小
学
生
の
調
べ
学
習
に

役
立
つ
よ
う
に
、
暮
ら
し

の
移
り
変
わ
り
や
、
そ
れ

に
伴
う
道
具
の
進
歩
な
ど

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

展
示
し
ま
す
。

　

【
主
な
展
示
内
容
】

　

４
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分

け
て
展
示
。

　

①
昔
の
く
ら
し
（
昔
の

衣
食
住
に
関
し
た
道
具
を

展
示
）…
炭
火
ア
イ
ロ
ン
、

柳
ご
う
り
、
石
う
す
、
ほ

う
き
な
ど

　

②
見
る
・
聞
く
・
考
え

る
（
こ
の
道
具
は
何
に
使

う
の
？
質
問
コ
ー
ナ
ー
）

… 
酒  
甕 
、
桶
、
洗
面
器
、

さ
か 
が
め

バ
ケ
ツ
な
ど

　

③
昔
の
道
具
を
使
っ
て

み
よ
う
（
実
際
に
触
れ
て

み
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
）
…

井
戸
、
天
び
ん
棒
、
手
桶
、

さ
お
ば
か
り
、
ふ
い
ご
な

ど
　

④
身
の
ま
わ
り
の
古
い

生
活
用
品
（
今
ま
で
暮
ら

し
を
支
え
て
き
た
生
活
用

品
を
展
示
）
…
鉱
石
ラ
ジ

オ
、
黒
電
話
、
手
で
回
す

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
付
い
た
テ

レ
ビ
な
ど

　

▽
開
催
期
間
＝　

月
２

１０

日
�
〜　

月　

日
�
※　

１１

２５

１０

月
８
日
	
を
除
く
月
曜
、

　

月
９
日
�
・　

日
�
は

１０

３１

休
館
▽
時
間
＝
９
時　

分
３０

〜　

時
▽
場
所
＝
博
物
館

１７
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

か
ら
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田

線
「
根
津
駅
」
ま
で
電
車

で
移
動
。
下
車
後
、
徒
歩

で
根
津
神
社
（
鴎
外
の
石

・
文
豪
の
石
）、
立
原
道
三

記
念
館
、
竹
久
夢
二
美
術

館
、
樋
口
一
葉
・
坪
内
逍

遥
・
石
川
啄
木
な
ど
の
旧

居
跡
ほ
か
を
散
策
（
昼
食

は
各
自
で
）
※
東
京
メ
ト

ロ
大
江
戸
線
「
本
郷
３
丁

目
駅
」
か
ら
帰
路
へ
▽
参

加
費
＝
無
料
※
入
館
料（
１

０
７
０
円
）、交
通
費
は
自

己
負
担
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
集
合
場
所
（
①
ま
た

は
②
）、返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、　

月　

日（
必

１０

１２

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
文
化
会
館
「
東
京

１６史
跡
散
策
」
係
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

び
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
本
文
学
の

専
門
家
で
江
戸
川
大
学
教

授
の
下
平
武
治
さ
ん
が
、

講
師
と
し
て
各
史
跡
を
案

内
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日



１０

２５

９
時
〜　

時
▽
集
合
場
所

１６

＝
①
Ｔ
Ｘ
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
改
札
前
②
Ｔ
Ｘ
流

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

改
札
前
※
い
ず
れ
も
９
時

集
合
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

▽
コ
ー
ス
＝
各
集
合
場
所

文
士
の
町
・
本
郷
を
歩
く

T
X
で
行
く
東
京
史
跡
散
策

　

公
民
館
で
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
行
く

「
東
京
史
跡
散
策－

文
士

の
町
そ
ぞ
ろ
歩
き
〜
東
京

・
本
郷
界
隈
散
策
〜
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

明
治
・
大
正
時
代
の
文

豪
ゆ
か
り
の
跡
を
散
策
し

な
が
ら
、
当
時
の
歴
史
・

文
化
や
人
々
の
生
活
を
学

阿
部
達
二
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
映
画
「
武
士
の
一

分
」
の
原
作
「
盲
目
剣 
谺 
こ
だ
ま

返
し
」
や
「
蝉
し
ぐ
れ
」

な
ど
で
有
名
な
直
木
賞
作

家
・
故
藤
沢
周
平
の
一
茶

観
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　

▽
時
間
＝　

時
〜　

時

１４

１５

　

分
▽
対
象
／
定
員
＝
市

３０民
／　

人
（
先
着
順
）
▽

５０

入
場
料
＝
無
料

　

【
申
し
込
み
】

　

い
ず
れ
も
、　

月
２
日

１０

９
時
か
ら
電
話
で
博
物
館

へ
。

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

一
茶
を
偲
び
学
ぼ
う

子
ど
も
川
柳
大
会
、講
演
会

　

博
物
館
と
流
山
歴
史
文

化
研
究
会
（
渡
辺
義
正
会

長
）
と
の
共
催
で
、「
第
３

回
小
林
一
茶
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

一
茶
双
樹
記
念
館
を
会

場
に
、
午
前
中
は
子
ど
も

川
柳
大
会
を
、
午
後
に
は

小
林
一
茶
に
関
す
る
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２１

▽
場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念

館
　

【
内　

容
】

　

①
子
ど
も
川
柳
大
会

　

▽
時
間
＝　

時
〜　

時

１０

１２

　

分
▽
対
象
／
定
員
＝
市

１５内
の
小
・
中
学
生
／　

人
２５

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

無
料
※
紙
芝
居
の
上
演
も

あ
り

　

②
講
演
会
「
藤
沢
周
平

の
一
茶
」

　

元
文
藝
春
秋
編
集
者
の

交通規制にご協力を

１０／７　ロードレース大会　１０／１３　東葛駅伝大会
　｢第１６回流山ロードレース大会｣が１０月７日に、｢第６１回東葛飾
地方中学校駅伝競走大会」が１０月１３日（荒天の場合は１４日）にそ
れぞれ開催されます。
　大会当日のコース周辺の道路は、交通規制により大変な混雑が
予想されます。車を利用される方は、特にご注意ください。

流山ロードレース大会の交通規制
【日　　時】　１０月７日�１０時～１１時３０分
【コ ー ス 】　流山セントラルパーク駅前―平和台１丁目―北千

葉浄水場前―流山警察署前―流山おおたかの森付
近の往復

【規制区間】　コースおよび周辺（別図参照）
※流山セントラルパーク駅東口ロータリーおよび生涯学習センタ
ー前道路は、当日の７時から１４時までの間、通行止めとなります
□問 ＮＰＯ法人市民助け合いネット�７１５３－５７３３（月～金曜９時
～１７時、土曜９時～１２時）

　

東葛駅伝大会の交通規制
【期　　日】　１０月１３日�※荒天の場合は１４日�
【時　　間】　１０時～１１時３０分（一時規制）
【規制区間】　運河―きゃら食堂（１０：３１）―南Ｔ字路―西栄寺（１０：

４２）―茂侶神社―佐久間タイヤ―総合運動公園―割
烹せきや（１０：５２）―八木南小前（１１：１０）
※（　）内は通過予定時刻

　□問 指導課�７１５０－６１０５

� 

� 

平和台一丁目 

文化会館 

北千葉浄水場 

流山警察署 
流山おおたかの森駅 

つく
ばエ
クス
プレ
ス 

流山セントラルパーク駅 

生涯学習センター 

１０km折返し 

ゴール 

スタート 

流山ロードレース大会コース図

博 物 館博 物 館
企 画 展企 画 展

　子育てママのセミナー 
あかちゃんといっしょ　

　▽期日＝１０月２２日、１１月５日・１２日・１９日のい
ずれも月曜（全４回）▽時間＝１０時～１１時３０分▽
場所＝北部公民館▽対象／定員＝０歳児とその親
／１２組（多数抽選）▽講師＝小路和子さん（助産
師）、安井志津代さん（食育サポーター）▽参加費
＝３００円（材料代）▽申し込み＝ファックスまたは
官製ハガキに親の氏名（ふりがな）、赤ちゃんの名
前（ふりがな）と月齢、住所、電話番号、日ごろ
気になることを明記の上、１０月８日（必着）まで
に〒２７０－０１７６流山市加１－１６－２文化会館「子育
てママのセミナー係」へ
　□問 文化会館�７１５８－３４６２／�７１５８
－３４４２　□問 文化会館�７１５８－３４６２

文化会館

【子育てサロン】
５日�　ミニ運動会　※先着２０組、電話で申し
込み、参加費１００円
１９日�　ママはのびのびストレッチ　※先着２０
組、電話で申し込み、参加費無料、流山おもち
ゃ病院も開院
【作ってあそぼうサロン】
２６日�　四次元ボール　※２歳以上対象、先着２０
組、電話で申し込み、参加費１００円
【中央ひだまりサロン】
２日・１６日・２３日・３０日の火曜
　保育ボランティア「ひだまり」メンバーとの
遊びやおしゃべりなど※申し込み不要、参加費
無料

南流山
福祉会館

【南流山ひだまりサロン】
18日
　ひだまりサロンと同じ内容です。流山
おもちゃ病院も開院

Mac6 Title:広報ながれやま10/01号P8.ec6 Page:8  Date: 2007/09/26 Wed 17:27:49


